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嘉
島
町
は
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」

の
未
曽
有
の
被
害
を
目
の
当
た
り
に
町

一
丸
と
な
っ
て
立
ち
上
が
り
、
救
助
・

救
援
か
ら
復
旧
・
復
興
へ
と
明
け
暮
れ

て
ま
い
り
ま
し
た
。振
り
返
り
ま
す
と
、

「
も
う
２
年
」
と
や
り
通
し
た
思
い
に
、

「
ま
だ
２
年
」
と
な
お
一
層
の
奮
起
の

誓
い
が
折
り
重
な
り
ま
す
。

　

被
災
者
に
寄
り
添
う
復
興
に
徹
す
る

町
の
基
本
姿
勢
が
変
わ
る
こ
と
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
繰
り
返
し
ま
す
が
、
最
優

先
は
今
も
仮
設
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
方
々
の
恒
久
的
な
住
ま
い
再

建
・
確
保
の
支
援
。
と
同
時
に
、槌
（
つ

ち
）
音
が
響
く
上
島
・
芝
原
地
区
と
東

部
台
地
「
ゆ
う
す
い
の
杜
（
も
り
）」

の
両
区
画
整
理
を
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
事

業
と
位
置
付
け
、
推
し
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
町
の
歩
み
に
も
、
改
め

て
目
配
り
。
町
史
編
纂
（
さ
ん
）
委
員

会
が
取
り
組
む
検
証
・
点
検
な
ど
通
し

て
過
去
の
事
例
に
学
び
、
今
こ
の
時
か

ら
将
来
を
見
据
え
る
所
存
で
す
。「
誇

り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
」「
暮
ら
し

た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
」―

そ
ん
な

嘉
島
町
づ
く
り
に
怠
り
な
く
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
）

嘉
島
町
長　
　
　
　
　

　  

荒
木
　
泰
臣

誇り持って暮らしたい町に熊本地震から２年
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【
昨
年
12
月
議
会
以
降
】

災
害
復
旧
事
業
の
状
況

▽
町
道
・
河
川　

２
月
末
ま
で
に

道
路
38
カ
所
、
河
川
３
カ
所
の
復

旧
工
事
が
終
わ
り
、
完
了
率
は

66
％
で
す
。
ま
た
、
発
注
も
計
48

カ
所
行
い
、
発
注
率
は
93
％
に
。

平
成
30
年

第
１
回
定
例
町
議
会

町　

政　

報　

告

　

３
月
２
日
か
ら
７
日
ま
で
６
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
た
嘉
島
町
議

会
の
平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
は
、

総
額
53
億
４
２
４
９
万
円
の
30
年

度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
を
は
じ

め
上
程
さ
れ
た
25
議
案
（
条
例
12

件
、
当
初
予
算
７
件
、
補
正
予
算

６
件
）
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
、
承
認
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

30
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の

総
額
は
、
震
災
復
旧
・
復
興
の
た

め
過
去
最
大
と
な
っ
て
１
０
０
億

円
の
大
台
に
乗
っ
た
29
年
度
当
初

予
算
に
比
べ
、
47
・
７
％
の
大
幅

減
で
す
。
こ
れ
は
震
災
廃
棄
物
の

処
理
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
な
ど
復

旧
・
復
興
関
連
予
算
の
減
額
に
伴

う
も
の
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、
新
設
す
る
保
育

２
施
設
の
整
備
補
助
金
２
億
９
６

０
１
万
円
、
被
災
し
た
嘉
島
西
小

の
学
童
保
育
施
設
整
備
等
事
業
費

１
億
９
４
０
２
万
円
、
さ
ら
に
上

島
・
芝
原
地
区
２
億
５
０
５
１
万

５
千
円
と
東
部
台
地
「
ゆ
う
す
い

の
杜
（
も
り
）」
１
億
２
７
８
６

万
５
千
円
の
両
土
地
区
画
整
理
事

業
費
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
10
億
９
５
２
万
５
千
円

を
減
額
し
た
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
総
額
は
、
98
億
６
５
０

７
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
30

年
度
当
初
予
算
と
同
様
、
震
災
関

連
予
算
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
条
例
で
は
、
町
の
平
成

28
年
熊
本
地
震
復
興
基
金
条
例
を

荒
木
町
長　

　

寒
さ
も
や
っ
と
和
ら
ぎ
、
日
一

日
と
春
め
く
折
、
う
れ
し
い
知
ら

せ
が
届
き
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た

る
議
員
活
動
に
よ
る
地
方
自
治
功

労
で
、
川
上
國
治
議
長
が
全
国
町

村
議
会
議
長
会
と
県
町
村
議
会
議

長
会
か
ら
、
木
下
徹
副
議
長
も
県

町
村
議
会
議
長
会
か
ら
そ
ろ
っ
て

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
、
今
後
も
町

の
発
展
の
た
め
、
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
と
し
、
４
月
か

ら
本
格
的
に
22
時
ま
で
の
開
館
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
民

体
育
館
は
３
月
の
み
町
内
居
住
者

お
よ
び
団
体
の
利
用
を
再
開
し
、

４
月
か
ら
従
来
通
り
の
利
用
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

義
援
金
の
追
加
配
分

　

熊
本
県
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

の
追
加
配
分
が
あ
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
「
住
宅
の
半
壊
世
帯
に

は
こ
れ
ま
で
40
万
円
の
配
分
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
当
該
住
宅

を
解
体
さ
れ
た
世
帯
に
対
し
、
今

回
40
万
円
の
追
加
配
分
」
が
あ
り
、

全
壊
世
帯
の
配
分
基
準
額
と
同
額

の
80
万
円
の
配
分
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
２
月
28
日
よ
り
該
当
す
る

被
災
者
の
方
々
へ
配
分
し
ま
し
た
。

災
害
公
営
住
宅

　

上
六
嘉
、
西
村
、
上
島
、
鯰
の

４
カ
所
の
用
地
が
決
定
し
、
地
権

者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
契
約
調
印
が
完
了
し
ま

し
た
。
な
お
２
月
の
１
カ
月
間
、

入
居
の
仮
申
し
込
み
受
け
付
け
を

行
い
、
52
世
帯
の
入
居
仮
申
し
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
農
振

除
外
や
農
地
転
用
、
開
発
許
可
の

申
請
な
ど
の
手
続
き
を
経
て
建
設

へ
と
進
め
、
平
成
31
年
度
の
完
成

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

被
災
者
の
生
活
再
建
支
援

　

昨
年
10
月
末
よ
り
総
合
相
談
窓

口
で
住
ま
い
再
建
四
つ
の
支
援
策

町
政
報
告
、
上
程
議
案
の
提
案

理
由
の
説
明
を
行
う
荒
木
町
長

新
た
に
制
定
し
た
ほ
か
、
芝
原
や

東
部
台
地
な
ど
の
区
画
整
理
事
業

を
担
当
す
る
都
市
計
画
課
を
新
設

す
る
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
中
津
芳
春
、
鍋

田
平
、
富
山
勝
の
３
議
員
が
登
壇

し
、
国
民
健
康
保
険
の
制
度
改
革

や
農
業
に
よ
る
地
域
活
性
化
な
ど

に
つ
い
て
執
行
部
の
見
解
を
た
だ

し
ま
し
た
。
詳
細
は
「
議
会
だ
よ

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

災
害
査
定
の
対
象
と
な
っ
た
復
旧

工
事
は
平
成
29
年
度
中
に
す
べ
て

発
注
を
行
う
予
定
で
す
。

▽
下
水
道　

１
月
ま
で
の
完
了
率

が
76
・
２
％
、
発
注
率
は
１
０

０
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
農
業
施
設
な
ど　

完
了
率
が

40
％
、
発
注
率
は
97
・
６
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▽
社
会
教
育
施
設　

町
民
会
館
は

３
月
か
ら
開
館
時
間
を
17
時
ま
で

当初予算 53億４２４９万円

保育２施設新設保育２施設新設
西小 学童施設を再整備

↑
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の
受
け
付
け
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
２
月
末
現
在
の
状
況
で
す
が
、

次
の
通
り
で
す
。

・
転
居
費
用
助
成
事
業
１
４
６
件

・
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
支
援
助
成

事
業
４
件

・
住
ま
い
の
再
建
支
援
事
業
（
利

子
助
成
）
22
件

・
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
利
子
助

成
事
業
０
件

　

ま
た
、
仮
設
住
宅
に
つ
き
ま
し
て

は
２
年
の
供
与
期
間
満
了
に
伴
う

延
長
申
請
の
受
け
付
け
を
実
施
し
、

・
み
な
し
仮
設
71
世
帯
の
う
ち
35

世
帯

・
建
設
型
応
急
仮
設
１
７
３
世
帯

の
う
ち
１
０
９
世
帯

・
県
営
住
宅
３
世
帯
の
う
ち
２
世

帯以
上
、
合
計
１
４
６
世
帯
の
延
長

申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
被
災
者
生
活
再
建
支

援
金
の
基
礎
支
援
金
の
申
請
期
間

が
平
成
31
年
５
月
13
日
ま
で
１
年

間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
引

き
続
き
生
活
再
建
支
援
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
保
制
度
の
改
革

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
県
が
財
政

運
営
の
責
任
者
と
し
て
、
安
定
的

な
財
政
運
営
や
効
率
的
な
事
業
の

推
進
な
ど
国
保
運
営
の
中
心
的
な

役
割
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
本
議
会
に

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
を
提

案
し
て
お
り
ま
す
。

待
機
児
童
対
策

　

30
年
度
の
保
育
所
利
用
申
込
者

が
４
７
９
人
と
前
年
度
申
込
者
数

か
ら
34
人
も
増
え
て
お
り
、
30
年

４
月
１
日
時
点
で
45
人
の
待
機
児

童
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

待
機
児
童
の
早
期
解
消
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
７
月
１
日
に
０

歳
か
ら
２
歳
児
を
対
象
と
し
た
19

人
定
員
の
小
規
模
保
育
所
を
開
所

し
ま
す
。

　

今
後
計
画
し
て
い
る
東
部
台
地

「
ゆ
う
す
い
の
杜
（
も
り
）」
や
芝

原
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
な

ど
の
大
規
模
開
発
、
さ
ら
に
は
民

間
の
宅
地
造
成
も
相
次
い
で
予
定

さ
れ
、
嘉
島
町
へ
子
育
て
世
代
の

転
入
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
町
で
は

待
機
児
童
を
解
消
す
る
施
策
と
し

て
１
２
０
人
前
後
を
定
員
と
し
た

保
育
所
１
園
と
認
定
こ
ど
も
園
１

園
の
開
所
を
進
め
る
た
め
、
今
後

場
所
の
選
定
、
公
募
に
よ
る
事
業

者
の
決
定
を
行
い
、
子
育
て
し
や

す
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

第
３
子
以
降
の
幼
保
無
償
化

　

多
子
世
帯
の
子
育
て
拡
充
に
つ

い
て
、
第
３
子
以
降
の
現
在
０
歳

か
ら
２
歳
児
に
限
り
保
育
の
無
償

化
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
認
可
保
育
所
お
よ
び
幼
稚
園

の
０
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
無
償
化

を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。
熊
本
県

の
発
表
が
急
で
あ
っ
た
た
め
、
今

後
、
要
項
な
ど
の
作
成
、
補
正
予

算
の
計
上
な
ど
の
事
務
作
業
も
あ

り
、
６
月
の
町
議
会
定
例
会
へ
補

正
予
算
を
計
上
し
、
４
月
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
運
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
度
の
営
農
計
画

　

作
付
目
安
を
地
域
で
の
取
り
組

み
と
さ
れ
、
各
集
落
、
広
域
農
場
、

Ｊ
Ａ
な
ど
と
協
議
し
、
転
作
作
物

の
大
豆
の
広
域
的
な
団
地
化
を
行

う
方
向
で
計
画
の
見
直
し
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
水
稲
と
大
豆
が
ほ

ぼ
５
対
５
で
の
計
画
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
、
町
再
生
協
議
会
開
催

の
の
ち
集
落
説
明
会
を
開
催
し
て

い
き
ま
す
。

町
の
歌
（
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
）

　

歌
詞
の
募
集
に
対
し
19
件
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
優
秀
作
品
に
該
当
す
る
作
品
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
、
県

内
で
活
躍
し
て
い
る
作
詞
・
作
曲

家
の
際
田
ま
み
さ
ん
に
お
願
い
し

て
歌
の
作
成
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

外
国
語
活
動
の
教
科
化
に

向
け
た
取
り
組
み

　

次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に

お
い
て
、
32
年
度
よ
り
小
学
５
、

６
学
年
で
外
国
語
が
教
科
と
し
て

導
入
さ
れ
、
外
国
語
活
動
が
３
、

４
学
年
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

町
内
両
小
学
校
で
は
こ
れ
ま
で

の
英
語
教
育
推
進
校
と
し
て
の
取

り
組
み
に
加
え
、「
英
語
に
慣
れ

親
し
み
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
児

童
」
を
育
成
す
る
た
め
、
指
導
体

制
の
充
実
や
授
業
の
工
夫
・
改
善

を
図
り
な
が
ら
、
30
年
度
よ
り
先

行
実
施
さ
れ
ま
す
。

東
部
台
地
区
画
整
理
の

　
　
　
　

進
ち
ょ
く
状
況

　

昨
年
実
施
し
た
個
別
説
明
会

で
権
利
者
の
方
々
か
ら
伺
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
受
け
、
事
業

推
進
の
円
滑
化
の
た
め
審
議
会
に

諮
り
、
第
１
期
工
事
予
定
区
域
へ

の
仮
換
地
指
定
準
備
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
第
１
期
工
事
の
測
量

設
計
は
29
年
度
に
終
了
し
、
現
在

工
事
着
手
の
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

芝
原
土
地
区
画
整
理
の

　
　
　
　

進
ち
ょ
く
状
況

　

仮
換
地
案
の
個
別
説
明
を
経
て

仮
換
地
指
定
作
業
を
完
了
し
て
い

ま
す
。
工
事
に
つ
い
て
は
粗
造
成

が
完
了
し
、
今
後
は
道
路
お
よ
び

下
水
道
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
商

業
施
設
街
区
の
一
つ
に
つ
い
て
は

公
募
に
対
し
５
社
か
ら
応
募
を
頂

き
、
今
後
は
選
定
委
員
会
に
よ
る

審
査
を
行
い
、
町
の
発
展
に
寄
与

す
る
企
業
の
選
定
を
行
い
ま
す
。

企
業
誘
致

　

下
仲
間
・
上
仲
間
地
区
計
画
区

域
に
お
い
て
昨
年
か
ら
建
設
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
金
剛
の
工

場
が
３
月
完
成
し
、
28
日
に
落
成

式
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
地

区
内
で
は
倉
岡
紙
工
に
つ
き
ま
し

て
も
工
場
建
設
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
他
に
２
社
の
進
出
も
決
定
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
他
の
地
区
へ

の
企
業
誘
致
も
併
せ
て
進
め
、
産

業
振
興
、
雇
用
創
出
、
定
住
促
進

に
よ
り
震
災
か
ら
の
復
興
、
そ
し

て
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

↑
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操法競技 通常点検

幼光保育園・東部幼光保育園

嘉島幼稚園

嘉島保育園

写
真
上
は
各
部
対
抗
の
操
法
競
技
と
昨
年
の
年
末
警
戒
に
加
え
、

分
団
対
抗
の
通
常
点
検
も
合
わ
せ
て
〝
３
冠
〞
を
達
成
し
た
第
１

分
団
第
１
部
の
皆
さ
ん
。
写
真
左
は
力
強
く
宣
誓
を
行
っ
た
堀
和

也
さ
ん
。
写
真
右
は
特
別
〝
通
常
点
検
〞
で
登
場
し
た
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
園
児
た
ち

動作きびきび　規律きっちり動作きびきび　規律きっちり
――――――――――  団員結束　町守る備え万全！団員結束　町守る備え万全！
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員
が
出
動
し
て
隔
年
実
施
の
小
型

ポ
ン
プ
操
法
競
技
な
ど
繰
り
広
げ

ま
し
た
。　

前
日
の
雨
の
影
響
で

嘉
島
町
民
体
育
館
に
会

場
を
変
更
し
、
清
村
将

紀
副
団
長
を
総
指
揮
者

に
全
員
が
整
列
。
ま
ず

全
国
の
殉
職
団
員
に
黙

と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
が
熊
本
地

震
に
お
け
る
団
員
ら
の

献
身
的
な
働
き
を
振
り

返
り
、「
安
全
で
安
心

で
き
る
町
づ
く
り
の
た

め
引
き
続
き
ご
尽
力

願
い
ま
す
」
と
エ
ー
ル

を
送
り
、
佐
藤
団
長
も

「
町
民
の
生
命
、
財
産

を
守
る
尊
い
使
命
の
た

め
、
日
ご
ろ
か
ら
精
進

し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

第
４
分
団
第
４
部

（
犬
渕
）
の
堀
和
也
さ

ん
が
力
強
く
選
手
宣
誓

を
行
っ
た
後
、
通
常
点
検
、
さ
ら

に
会
場
を
町
役
場
駐
車
場
に
移
し

て
操
法
競
技
を
実
施
。
全
13
部
の

代
表
が
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

通
常
点
検
で
見
事
優
勝
し
た

の
は
第
１
分
団
。
同
分
団
第
１

部
（
井
寺
）
は
こ
の
栄
誉
に
加
え
、

操
法
競
技
、
昨
年
の
年
末
警
戒
と

も
に
ト
ッ
プ
に
輝
き
ま
し
た
。
井

寺
の
〝
３
冠
〞
達
成
は
昨
年
に
続

く
快
挙
で
す
。
な
お
、
７
月
に
甲

佐
町
で
行
わ
れ
る
上
益
城
郡
の
操

法
競
技
大
会
に
は
、
本
部
の
推
薦

を
受
け
た
第
１
分
団
第
１
部
と
第

４
分
団
第
３
部
（
下
仲
間
）
が
町

代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

幼
光
保
育
園
・
東
部
幼
光
保
育

園
、
嘉
島
幼
稚
園
、
嘉
島
保
育
園

の
各
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
た
ち
も

登
場
し
、
荒
木
町
長
の
通
常
点
検

を
受
け
る
と
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

は
撮
影
に
大
わ
ら
わ
で
し
た
。

　

競
技
成
績
と
各
種
表
彰
は
次
の

通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
競
技
成
績
】

　

◇
通
常
点
検
▽
１
位　

第
１
分

団
◇
小
型
ポ
ン
プ
操
法
▽
１
位　

第
１
分
団
第
１
部
▽
２
位　

第
１

分
団
第
２
部
（
下
六
嘉
）
▽
３
位　

第
３
分
団
第
１
部
（
上
島
）
◇
平

成
29
年
年
末
警
戒
▽
１
位　

第
１

分
団
第
１
部
▽
２
位　

第
１
分
団

第
２
部
▽
３
位　

第
２
分
団
第
１

部
（
北
甘
木
）

【
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
】

　

◇
防
災
功
労
者　

嘉
島
町
消
防

団【消
防
庁
長
官
表
彰
】

　

◇
防
災
功
労
者　

嘉
島
町
消
防

団

【
熊
本
県
知
事
表
彰
】

　

◇
永
年
勤
続
功
労
章
（
消
防
歴

25
年
以
上
）
▽
佐
藤
光
正
、
西
郡

仁
朗
、
増
田
浩
助
、
松
本
浩
幸
、

林
田
隆
昭
、
木
村
友
治

【
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

　

◇
竿
頭
綬
（
優
良
団
）
嘉
島
町

消
防
団

【
熊
本
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

　

◇
功
績
章（
消
防
歴
20
年
以
上
）　

森
嶋
英
治
、
清
村
将
紀
、
牛
嶋
寿

男
、
勝
本
誠
、
石
坂
顕
昇
、
吉
本

博
志
、
下
田
弘
輝
、
中
尾
栄
希
、

木
村
裕
也
、
野
村
正
和
◇
勤
績
章

（
同
15
年
以
上
）　

松
本
浩
一
、
岩

本
幸
博
、
西
郡
孝
之
、
時
村
真
和
、

岩
永
泰
典
、
齊
藤
誠
、
名
嘉
眞
仁
、

髙
木
智
之
、
嶋
﨑
浩
二
、
廣
田
健

二
、
福
本
康
一
、
米
満
一
、
齊
藤

誠
二
、
甲
斐
良
輔

【
嘉
島
町
表
彰
】

　

◇
優
良
団
員
（
同
10
年
以
上
）　

中
﨑
竜
博
、
髙
松
秀
行
、
甲
斐
原

卓
也
、
吉
田
秀
一
、
網
田
政
昭
、

笠
泰
将
、
松
本
真
吾
、
奥
田
寿
徳
、

下
田
雅
人
、
中
路
晃
、
齊
藤
修
、

米
光
宏
仁
、
齊
藤
誠
二
、
木
下
隆

文
、
齊
藤
聖
和
、
吉
本
淳
一
、
永

田
勝
哉
、
野
村
大
輔
、
永
田
章

【
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
熊
本
県
知
事

表
彰
】

　

◇
指
導
者
表
彰　

西
村
孝
志

（
嘉
島
保
育
園
長
）◇
ク
ラ
ブ
表
彰　

幼
光
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

嘉
島
町
の
平
成
30
年
消
防
出
初

め
式
が
３
月
４
日
に
行
わ
れ
、
佐

藤
光
正
団
長
以
下
２
２
０
人
の
団

４分団13部から佐藤光正団長はじめ団員220人が勢ぞろい

全
国
表
彰
さ
れ
た
嘉
島
町
消
防
団
。

荒
木
町
長
（
左
）
か
ら
佐
藤
団
長

に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
た

嘉
島
町
消
防
出
初
め
式

嘉
島
町
消
防
出
初
め
式

井
寺
井
寺
〝〝
３
冠
３
冠
〞〞
達
成
達
成
昨年続く
快挙
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平成 29年度　リサイクル事業年間実績表

地区名 世帯数
ビン類
（㎏）

世帯割
（㎏）

新聞・雑誌
（㎏）

世帯割
（㎏）

段ボール
（㎏）

世帯割
（㎏）

古　布
（㎏）

世帯割
（㎏）

アルミ缶
（㎏）

世帯割
（㎏）

総　　　計 総回収量
対前年比回収量

（㎏）
世帯割
（㎏） 順位

下六嘉

三郎無田

井　寺

北甘木

上六嘉

西　村

上　島

鯰

滝河原

高　田

上仲間

下仲間

犬　渕

計

※世帯割は、平成 29年４月１日現在の世帯数で算出。北甘木区については、特別養護老人ホーム 50世帯を除く。高田区 25世帯除く。
※総計の順位欄の（　）は28年度の順位。

　

嘉
島
町
ご
み
問
題
対
策
実
行
委

員
会
が
３
月
15
日
、
町
役
場
で
開

か
れ
、
犬
渕
な
ど
３
地
区
が
リ
サ

イ
ク
ル
優
良
団
体
と
し
て
表
彰
さ

れ
、
今
春
の
町
内
一
斉
清
掃
を
４

月
22
日
に
実
施
す
る
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
ま
し
た
。

　

同
実
行
委
会
長
の
荒
木
町
長
は

昨
年
４
月
に
踏
み
切
っ
た
粗
大
ご

み
の
収
集
有
料
化
へ
の
協
力
に
謝

意
を
表
明
し
、
上
益
城
郡
５
町
と

西
原
村
で
取
り
組
む
新
た
な
ご
み

処
理
施
設
の
整
備
に
関
し
て
「
関

係
６
町
村
長
で
建
設
候
補
地
の
選

定
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
平
成

37
年
の
稼
働
を
目
指
し
、
当
面
は

現
在
の
ご
み
処

理
施
設
の
延
命

を
図
っ
て
い
く
」

と
家
庭
ご
み
の

減
量
、
リ
サ
イ

ク
ル
徹
底
に
一

層
の
協
力
を
要

請
し
ま
し
た
。

　

空
き
瓶
・
缶

や
古
紙
な
ど
回

収
す
る
平
成
29

年
度
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
実
績
の

地
区
別
コ
ン
テ

ス
ト
（
１
世
帯

当
た
り
換
算
）

で
は
犬
渕
が
76
・

４
㌔
で
ト
ッ
プ
、

以
下
、
下
六
嘉
75
・
４
㌔
、
上
六

嘉
67
・
３
㌔
と
続
き
ま
し
た
。
な

お
、
町
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
総
計
は

粗
大
ご
み
の
有
料
化
も
あ
っ
て
対

前
年
度
比
29
・
６
％
減
の
１
１

７
・
０
６
６
㌧
で
、
１
世
帯
当
た

り
35
・
４
㌔
で
し
た
。

　

ま
た
、
温
暖
化
防
止
の
県
民
運

動
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
天
ぷ

ら
油
（
家
庭
廃
食
用
油
）
回
収

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関
し
、
町
も
参

加
し
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
報
告

さ
れ
、
協
力
要
請
も
あ
り
ま
し
た
。

詳
細
は
町
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
（
２
３
７
）
２
５
９
７
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
優
良
団
体
と
し
て

犬
渕
な
ど
が
表
彰
さ
れ
た

犬渕など優良団体表彰犬渕など優良団体表彰

嘉島町ごみ問題対策実行委嘉島町ごみ問題対策実行委
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嘉
島
町
に
新
た
に
進
出
し
、
建

設
工
事
を
進
め
て
い
た
移
動
棚

メ
ー
カ
ー
「
金
剛
」（
熊
本
市
西

区
）
の
新
工
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

３
月
28
日
に
は
荒
木
町
長
ら
が
招

か
れ
、
落
成
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

上
仲
間
の
地
区
計
画
区
域
（
イ

オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
の
西
約
１
㌔
）

に
建
設
さ
れ
た
金
剛
の
新
工
場
は

鉄
骨
一
部
２
階
建
て
で
延
べ
床
面

積
約
１
万
２
千
平
方
㍍
。
敷
地
面

積
は
約
３
万
４
千
平
方
㍍
に
上
り

ま
す
。

　

新
工
場
に
は
塗
装
設
備
を
新
た

に
導
入
。
２
年
前
の
熊
本
地
震
で

被
災
し
て
外
注
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
た
塗
装
工
程
か
ら
移
管
し
、

加
工
や
組
み
立
て
な
ど
の
工
程
も

順
次
、
集
約
化
が
図
ら
れ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

落
成
式
な
ど
詳
し
く
は
本
誌
５

月
号
に
掲
載
の
予
定
で
す
。

　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
認

知
症
へ
の
理
解
を
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
く
深
め
て
も
ら

お
う
と
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

上
六
嘉
区
の
要
望
に
よ
り
２
月

28
日
に
町
老
人
憩
い
の
家
で
開
か

れ
た
講
座
で
は
同
支
援
セ
ン
タ
ー

の
保
健
師
、
早
川
眞
澄
さ
ん
が
物

忘
れ
と
は
違
う
脳
の
病
気
で
あ
る

こ
と
な
ど
説
明
し
、
家
族
の
み
な

ら
ず
地
域
で
支
え
て
い
く
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

　

上
六
嘉
区
の
ほ
か
、
２
０
１
７

年
度
に
は
嘉
島
東
小
の
４
年
生
や

町
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
し
た
講
座
も
開
か
れ
ま

し
た
。

　

嘉
島
町
総
合
計
画
審
議
会
が
２

月
26
日
、
町
役
場
で
開
か
れ
、
目

標
年
度
を
平
成
32
年
度
と
す
る
町

の
第
５
次
総
合
計
画
に
伴
い
、
諮

問
さ
れ
た
30
〜
32
年
度
事
業
の
実

施
計
画
案
を
了
承
し
て
原
案
通
り

答
申
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

任
期
満
了
と
な
っ
た
同
審
議
会

委
員
と
し
て
町
議
会
は
じ
め
町
内

各
種
団
体
の
代
表
13
人
に
、
荒
木

町
長
が
委
嘱
状
を
交
付
。
会
長
に

川
上
國
治
町
議
会
議
長
を
互
選
し
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。
審
議
の
結

果
、
答
申
し
た
実
施
計
画
案
は
生

活
環
境
や
保
健
・
福
祉
、
教
育
・

文
化
の
向
上
を
は
じ
め
、
都
市
基

盤
整
備
、
産
業
振
興
な
ど
30
年
度

か
ら
３
年
間
の
投
資
的
な
事
業
費

を
37
億
７
８
０
４
万
円
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
交
通
安
全
推
進
会
議
が

２
月
28
日
、
町
役
場
で
開
か
れ
、

４
月
６
日
か
ら
始
ま
る
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
な
ど
平
成
30
年
度

事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
＝
写
真
。

　

交
通
安
全
協
会
は
じ
め
町
内
各

種
団
体
の
代
表
ら
25
人
が
出
席
。

荒
木
町
長
が
「
悲
惨
な
事
故
の
一

掃
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と
安
全

推
進
策
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

　

こ
の
日
の
協
議
で
は
、
交
通
弱

者
の
子
ど
も
や
お
年
寄
り
の
安
全

確
保
に
最
善
を
尽
く
す
こ
と
な
ど

盛
り
込
ん
だ
新
年
度
事
業
計
画
案

を
了
承
。
今
春
の
全
国
運
動
（
〜

４
月
15
日
）
に
関
し
、
街
頭
指
導

を
徹
底
す
る
こ
と
な
ど
を
申
し
合

わ
せ
ま
し
た
。

上
仲
間
に
完
成
し
た
移
動
棚

メ
ー
カ
ー
「
金
剛
」
の
新
工
場

上
六
嘉
区
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
様
子

金
剛
の
新
工
場
完
成

金
剛
の
新
工
場
完
成

  

嘉
島
町
上
仲
間
に
進
出

嘉
島
町
上
仲
間
に
進
出

移
動
棚

移
動
棚

メ
ー
カ
ー

メ
ー
カ
ー

認
知
症
へ
の

認
知
症
へ
の

理
解
深
め
て

理
解
深
め
て

町
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

町
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

交
通
安
全
め
ざ
す

交
通
安
全
め
ざ
す

事
業
計
画
を
了
承

事
業
計
画
を
了
承

町
推
進
会
議

町
推
進
会
議

町
総
合
計
画

実
施
計
画
案

30
〜
32
年
度
事
業
を
答
申
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町
内
特
別
支
援
学
級

　

嘉
島
東
小
の
卒
業
式
は
３
月
22
日
、
同
小
体
育
館
で

行
わ
れ
、
14
人
（
男
子
６
人
、
女
子
８
人
）
が
巣
立
ち

ま
し
た
。

　

田
中
元
校
長
は
「
か
け
が
え
の
な
い
自
分
を
好
き
に

な
り
、
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
本
気
で
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
、
荒
木
町
長
も

「
小
学
校
で
の
体
験
を
基
礎
に
中
学
校
で
も
勉
強
に
運

動
に
頑
張
っ
て
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
、
６
年
間
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
頑
張
っ

た
こ
と
を
振
り
返
り
、
在
校
生
や
先
生
、
保
護
者
に
感

謝
。
在
校
生
が
「
や
さ
し
く
て
か
っ
こ
い
い
６
年
生
が

大
好
き
で
す
」
と
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
る
と
、「
東

小
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
し
て
、
自
分
の
未
来
を
切

り
開
い
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
西
小
の
卒
業
式
が
３
月
22
日
、
熊
本
地
震
の
被

災
復
旧
工
事
を
終
え
た
同
小
体
育
館
で
２
年
ぶ
り
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　

中
野
浩
幸
校
長
は
、
一
人
ひ
と
り
に
証
書
を
手
渡
し

た
卒
業
生
64
人
（
男
子
36
人
、
女
子
28
人
）
の
目
を
見

張
る
成
長
ぶ
り
に
「
自
信
を
持
っ
て
地
道
に
努
力
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
努
力
が
裏
切
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
（
代
読
・
藤
瀬
伸
二
町
総
務
課
長
）
ら
が

「
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
中
学
生
に
な
っ
て

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
、
在
校
生
た
ち
も

感
謝
の
送
る
言
葉
。
こ
れ
に
対
し
、
卒
業
生
た
ち
は
６

年
間
の
取
り
組
み
や
「
あ
り
が
と
う
」
の
思
い
を
織
り

込
ん
だ
別
れ
の
言
葉
や
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

嘉
島
東
小

嘉
島
東
小

嘉
島
西
小

嘉
島
西
小

地道に努力 /自分を信じ おめでとう 卒業

　

嘉
島
町
の
小
中
学
校
を
今
春
卒

業
し
た
各
特
別
支
援
学
級
の
児

童
・
生
徒
を
お
祝
い
す
る
会
が
３

月
13
日
、
町
民
会
館
会
議
室
で
開

か
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

各
校
の
在
校
生
や
保
護
者
ら
が

見
守
る
中
、
卒
業
生
５
人
（
西
小

２
人
、
嘉
島
中
３
人
）
は
一
人
ひ

と
り
「
暮
れ
の
街
探
検
」
や
「
な

か
よ
し
キ
ャ
ン
プ
」
な
ど
楽
し

か
っ
た
活
動
の
思
い
出
を
振
り

返
っ
た
り
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、
先
生
方
へ
「
あ
り
が
と
う
」

の
言
葉
を
贈
っ
た
り
。
在
校
生
た

ち
の
心
尽
く
し
の
お
祝
い
に
卒
業

生
も
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

町
内
３
小
中
学
校
の
特
別
支
援

学
級
（
合
計
26
人
）
は
卒
業
お
祝

い
や
校
外
学
習
な
ど
一
緒
に
取
り

組
み
、
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
祝
う
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広い視野で志を立てて広い視野で志を立てて卒業 おめでとう

嘉
島
中

嘉
島
中

　

嘉
島
中
で
３
月
10
日
、
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
卒
業

生
89
人
（
男
子
50
人
、
女
子
39
人
）
一
人
ひ
と
り
に

卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
の
影
響
で
式
場
を
町
民
会
館
に
移
し
た
昨
年

か
ら
、
復
旧
工
事
が
終
わ
っ
た
母
校
体
育
館
で
の
卒

業
式
は
２
年
ぶ
り
。
髙
森
富
雄
校
長
は
武
者
小
路
実

篤
の
言
葉
「
こ
の
道
よ
り
我
を
生
か
す
道
な
し
―
」

を
ひ
き
、「
志
を
立
て
、
広
い
視
野
を
持
っ
て
羽
ば

た
い
て
く
だ
さ
い
」
と
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま

し
た
。

　

荒
木
町
長
が
「
希
望
を
胸
に
社
会
の
中
軸
と
し
て

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
エ
ー

ル
を
送
る
と
、「
一
生
懸
命
な
仲
間
た
ち
と
協
力
し

合
っ
た
本
当
に
幸
せ
な
嘉
島
中
で
の
３
年
間
を
心
の

糧
に
、
こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
旅
立

ち
ま
す
」
と
鳥
栖
健
汰
さ
ん
が
答
辞
。　

　

卒
業
生
た
ち
は
全
員
合
唱
を
披
露
し
、
式
場
を
後

に
す
る
際
、
３
ク
ラ
ス
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
担
任
の
先

生
や
校
長
、
学
年
担
当
に
感
謝
の
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。
予
定
に
な
か
っ
た
こ
の
〝
サ
プ
ラ
イ
ズ
〞
に
先

生
方
は
感
激
し
き
り
で
し
た
。

卒業生代表の鳥栖健汰さん（左）から
答辞を受け取る髙森富雄校長

　

嘉
島
幼
稚
園
で
３
月
16
日
、
卒
園
式
が
開
か
れ
、
31
人

（
男
児
15
人
、
女
児
16
人
）
の
卒
園
児
に
岩
永
啓
次
園
長

は
「
す
っ
か
り
賢
く
強
く
良
い
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に

な
り
ま
し
た
」
と
修
了
証
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。「
小
学

校
で
も
元
気
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
荒
木
町
長

の
エ
ー
ル
に
、
卒
園
児
た
ち
は
楽
し
か
っ
た
思
い
出
や
歌

を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
に
卒
園
式
が
開
か
れ
た
嘉
島
保
育
園
は
39
人

（
男
児
19
人
、
女
児
20
人
）、
幼
光
保
育
園
24
人
（
男
児
６

人
、
女
児
18
人
）
が
そ
れ
ぞ
れ
卒
園
し
ま
し
た
。

写真左は嘉島幼
稚園、写真下
も嘉島保育園
（右）、幼光保育
園（左）それぞ
れの卒園式

楽しい思い出胸に巣立つ楽しい思い出胸に巣立つ
町内の幼稚・保育園で卒園式
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池
少
年
自
然
の
家
（
菊
池
市
）
で

の
集
団
宿
泊
教
室
の
中
で
実
施
。

　

将
来
の
夢
と
し
て
震
災
体
験
か

ら
災
害
救
援
・
支
援
の
最
前
線
に

立
つ
自
衛
官
を
志
す
と
語
る
生
徒
、

「
高
校
受
験
を
控
え
、
２
年
生
全

員
が
一
致
団
結
し
て
立
ち
は
だ
か

る
壁
や
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い

こ
う
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る

生
徒
も
い
ま
し
た
。

嘉
島
中
の
立
志
式

嘉
島
中
の
立
志
式

　

夢
や
誓
い

夢
や
誓
い

　
　

語
り
合
う

　
　

語
り
合
う

ひな祭りにちなんで開かれた「お茶会」で
お点前にチャレンジする園児たち

　

嘉
島
中
恒
例
の
２
年
生
「
立
志

式
」
が
２
月
15
日
行
わ
れ
、
ク
ラ

ス
の
代
表
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を

語
り
合
い
ま
し
た
。
今
回
は
熊
本

城
へ
の
〝
強
歩
〞
か
ら
趣
向
を
改

め
、
２
年
生
72
人
が
参
加
し
た
菊

　

嘉
島
中
で
１
、
２
年
生
を
対
象

に
し
た
「
人
権
教
室
」
が
２
月
28

日
、
開
か
れ
、
誰
も
が
被
害
に
遭

寸
劇
な
ど
交
え
、
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
解
説

い
兼
ね
な
い
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

　

熊
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
井
口
誠
一
会
長
）
男
女
共
同
参

画
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
８
人
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
」
の
解
説
ビ
デ
オ
を
、
コ
ミ

カ
ル
な
寸
劇
を
交
え
な
が
ら
紹
介
。

中
学
生
の
孫
娘
を
取
り
巻
く
男
友

達
な
ど
と
の
人
間
模
様
を
通
し
、

「
人
権
侵
害
の
暴
力
は
許
さ
れ
な

い
。
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し
た

友
達
付
き
合
い
を
」
と
訴
え
ま
し

た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
嘉
島
中
は
じ

め
上
益
城
郡
内
８
中
学
校
で
「
人

権
教
室
」
を
展
開
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
考
え
る

Ｄ
Ｖ
考
え
る

「
人
権
教
室
」

「
人
権
教
室
」

嘉
島
中

嘉
島
中

　

嘉
島
幼
稚
園
で
３
月
２
日
、
ひ
な
祭
り
を
楽
し
む
「
お
茶

会
」
が
開
か
れ
、
町
文
化
協
会
茶
道
部
の
上
田
け
い
子
さ
ん

ら
の
指
導
で
お
点
前
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

年
長
の
さ
く
ら
組
に
と
っ
て
は
特
別
な
〝
お
め
か
し

デ
ー
〞
と
あ
っ
て
、
園
児
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
お
気
に
入
り
の

服
装
で
登
園
。
手
作
り
か
ら
７
段
も
の
ま
で
き
ら
び
や
か
な

ひ
な
飾
り
に
真
っ
赤
な
敷
物
と
い
う
桃
の
節
句
な
ら
で
は
の

雰
囲
気
の
中
、
お
互
い
に
た
て
た
お
茶
に
「
苦
〜
い
」「
お

い
し
い
、
お
か
わ
り
」
な
ど
園
児
た
ち
の
感
想
は
さ
ま
ざ
ま

で
し
た
。

苦苦
い
？
い
？  

おお
い
し
い
！

い
し
い
！

嘉
島
幼
稚
園
ひ
な
祭
り
お
茶
会

嘉
島
幼
稚
園
ひ
な
祭
り
お
茶
会

　嘉島東小に近くお目見えする町「ふ
れあいセンター」の愛称が「イース
ト」（英語で「東」）に決まりました。
　同センターは２年前の熊本地震で被
災した東小放課後児童施設の建て替え
に伴い、新たに貸し事務所や災害時対
応の避難所や備蓄倉庫などを備えた地
域活性化の拠点として期待されていま
す。

　東小の児童たちから愛称を募ったと
ころ、15 点の応募がありました。２
次にわたる選考の結果、「親しみやす
く、施設のイメージがズバリ表れてい
る」との理由で「イースト」が選ばれ
ました。
　同センター「イースト」は鉄筋コン
クリート平屋、延床面積約 500 平方㍍。
東小体育館の南隣です。

東
小
放
課
後
施
設
建
て
替
え

愛
称
決
ま
る

嘉島町ふれあいセンター 「イースト」って呼んで！
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☆
嘉
島
町
内
の
高
齢
者
交
流
会　

　

３
月
３
日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
町

内
13
老
人
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
約
60

人
が
町
民
課
の
早
川
眞
澄
保
健
師

の
指
導
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ー
ム

に
、
普
段
お
付
き
合
い
が
限
ら
れ

が
ち
な
他
地
区
の
老
人
会
の
方
々

と
チ
ー
ム
を
組
み
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
で
取
り
組
み
ま

し
た
＝
写
真
。
そ
の
後
、
昼
食
を

共
に
し
な
が
ら
懇
談
し
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
地
域
間
交
流
を

ヨ
ガ
な
ど
に
取
り
組
む
お
母
さ
ん

☆
健
や
か
で
き
れ
い
な
お
母
さ
ん

を
目
指
す
「
美
ボ
デ
ィ
ー
教
室
」

　

３
月
９
日
、
嘉
島
町
保
健
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
母
親
に

な
っ
て
も
「
健
康
と
若
さ
を
保
ち

た
い
」
と
い
う
声
に
応
え
、
町
が

初
め
て
企
画
し
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
町
内
の
幼
稚
・
保
育

園
児
の
お
母
さ
ん
ら
８
人
は
、
専

門
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
で

柔
軟
性
を
高
め
、
美
し
い
姿
勢
が

と
れ
る
よ
う
に
な
る
ヨ
ガ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
。
家
事
や
育
児
、
仕
事
の

傍
ら
、
気
軽
に
取
り
組
む
ア
ド
バ

イ
ス
に
納
得
し
た
様
子
で
し
た
。

　

町
の
担
当
保
健
師
か
ら
「
家
族

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」
と
題
し

た
講
話
も
あ
り
、
受
講
し
た
お
母

さ
ん
た
ち
は
「
定
期
的
な
運
動
な

ど
健
康
的
な
暮
ら
し
を
習
慣
づ
け
、

病
気
知
ら
ず
の
元
気
家
族
に
な
り

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

深
め
よ
う
と
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
と
連
携
し
、
同
セ
ン
タ
ー
が

主
催
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

後期高齢者医療被保険者の方へ

医療機関で受診されるときのお願い
　現在、休日や夜間に受診される方が増え、緊急性の高い重症の患者さんの治療に支障をきたし
ています。必要な方が安心して医療が受けられるように、医療機関の受診や薬局でお薬をもらう
際には、下記のことに留意しましょう。

●平日の昼間の診療時間内に受診しておきましょう
　 体調がすぐれない場合や、軽い症状のときでも昼間の診療時間内に受診しておきましょう。休
日や夜間に救急外来を受診することで、重症患者への対応が遅れたり、支払う医療費も高く
なったりします。

●かかりつけの医師を持ちましょう
　 信頼できるかかりつけ医を身近に見つけ、健康管理の心強い味方になってもらい、気になるこ
とがあったら、早めに相談し日頃から体調管理に注意をしてください。また、かかりつけ薬局
があれば、市販の薬との飲み合わせのチェックなど気軽に相談できます。

●同じ病気で複数の医療機関を受診することは避けましょう
　 同じ病気で複数の医療機関を受診すると、同じ検査や投薬により医療費が高くなるだけでなく、
かえって体に悪影響を与えてしまう心配があります。

●後発（ジェネリック）医薬品を利用しましょう
　 ジェネリック医薬品は、先発医薬品と同等の効能・効果を持ち、費用も安くすみます。ジェネ
リック医薬品を希望する場合は「ジェネリック医薬品希望カード」をお持ちになり、医療機関
や薬局の窓口でお尋ねください。

●お薬手帳を活用しましょう
　 複数の薬を使用する場合は、飲み合わせによって副作用が強く出ることもあります。お薬手帳
を活用し、既に処方されている薬を医師や薬剤師に伝えることが大切です。また、薬が残って
いる場合は、医師や薬剤師に相談するようにしましょう。

役場町民課保健係　☎ 237 － 2574
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後期高齢者医療被保険者の方へ

～特別徴収から口座振替への変更について～
　後期高齢者医療保険料を特別徴収（年金からの差し引き）により納めている方は、申し出により、
保険料を口座振替での納付へ変更することができます。

役場町民課保健係　☎237－2574

75歳の誕生日 普通徴収の月 特別徴収の開始月
平成29年４月２日　～
平成29年10月１日　の間 普通徴収はありません 平成30年４月から

平成29年10月２日　～
平成29年12月１日　の間 平成30年４・５月 平成30年６月から

平成29年12月２日　～
平成30年２月１日　の間 平成30年４・５・６・７月 平成30年８月から

平成30年２月２日　～
平成30年２月28日　の間 平成30年４・５・６・７・８・９月 平成30年10月から

平成30年３月１日　～
平成30年３月31日　の間 平成30年７・８・９月 平成30年10月から

平成30年度後期高齢者医療保険料の納め方について
　後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）または普通徴収（納付書または口座
振替）により納めることになります。

　また、現在普通徴収の方（年金受給額が年間18万円未満の方などを除く）で、平成29年４月２
日以降に75歳の誕生日を迎えられた方は、次の平成30年度途中から特別徴収となりますのでご注
意ください。

特別徴収の方

普通徴収の方

平成30年４月より年金からの差し引きにより保険料を納めていただきます。

平成30年４月より納付書または口座振替により保険料を納めていただきます。

被用者保険加入者に扶養されていた方の軽減《７割軽減→５割軽減へ見直し》

◆保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減《２割軽減→軽減なしへ見直し》
　被保険者の総所得金額等が

⇨

基礎控除（33万円）」＋58万円　を超えない方の保険料所得割額

＊普通徴収の納期限は、市町村によって異なります。また、平成29年４月２日～ 10月１日の間
に75歳の誕生日を迎えられた方の特別徴収の開始月は、市町村によって平成30年４月より前に
開始される場合もあります。

平成29年度
２割軽減

平成30年度
軽減なし

⇨
平成29年度
均等割額７割軽減
（所得割額はかかりません）

平成30年度
均等割額５割軽減
（所得割額はかかりません）

※対象となる方…資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に扶養されていた方

→
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後期高齢者医療被保険者の方へ

後期高齢者医療制度の対象となる方
・75歳以上の方（75歳の誕生日から自動的に加入）
・65歳から75歳未満の方で一定の障がいがある方（市町村に申請し、広域連合の認定を受けた日か
ら加入）

　　　※一定の障がいがある方とは、身体障害者手帳に記載された障がいの等級が１～３級および４級の一部の方などです。
　　　※ 一定の障がいに該当する方の加入（障がいの認定の申請）は任意です。障がいの認定は、いつでも申請することができ、

いつでも撤回することができます。ただし、過去にさかのぼって申請、撤回することはできません。
　　　※生活保護を受けている方および外国人の方で在留期間が３カ月未満である方などは対象になりません。

平成 30・31年度の保険料率が決定しました。
・熊本県後期高齢者医療広域連合では２年ごとの保険料率の見直しにより、次のとおり決定しました。

保 険 料 額 均 等 割 額 所 得 割 額

※ 上限額が年額 57万円か
ら 62 万円へ変更となり
ます。

（被保険者１人当たり）
×

所得割率

総所得金額等－33 万円
（基礎控除）（年額）

４万7900円
9.26％

= +

平成 30年度は保険料の軽減内容が見直されます。
　所得が低い方や被用者保険加入者（※）に扶養されていた方の保険料は、継続して軽減されますが、
一部軽減割合等が見直されます。
　（※）被用者保険とは協会けんぽ、健保組合、共済組合などです

◆保険料の均等割額の軽減《５割・２割軽減対象者の拡大》
　世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等の合計額が

所得が低い方の軽減

⇨保険料の均等割額を９割軽減
「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯で、被保
険者全員の年金収入の控除額をそれぞれ80万円
として計算したうえで所得が０円となる場合

⇨保険料の均等割額を8.5割軽減「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯

⇨保険料の均等割額を５割軽減
「基礎控除額（33万円）」＋「27万５千円×世帯の
被保険者数」を超えない世帯 （拡大）

⇨保険料の均等割額を２割軽減
「基礎控除額（33万円）」＋「50万円×世帯の被保
険者数」を超えない世帯 （拡大）

＊均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前になりま
す。
　また、年金所得については15万円を控除した額で判定します。

据え置き

→
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ご
注
意
く
だ
さ
い

住
民
健
診
の
申
し
込
み

　

平
成
30
年
度
の
嘉
島
町
住
民
健
診

（
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）
を
8
月
25
日

（
土
）
〜
同
30
日
（
木
）、
11
月
20
日

（
火
）
〜
同
22
日
（
木
）
の
予
定
（
た

だ
し
８
月
29
日
を
除
く
）
で
実
施
し
ま

す
（
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
診
さ
れ
る

方
は
11
月
の
日
程
で
ご
案
内
し
ま
す
）。

「
嘉
島
町
住
民
健
康
診
査
申
込
書
（
調

査
書
）」
を
3
月
30
日
（
金
）
の
行
政

区
文
書
配
達
で
（
嘱
託
員
各
位
を
通
じ

て
）
各
世
帯
に
配
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

同
封
の
回
収
用
封
筒
（
切
手
不
要
）
を

利
用
し
て
4
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
役

場
町
民
課
保
健
係
宛
て
郵
便
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　

直
接
持
参
さ
れ
る
場
合
の
提
出
先
は
、

町
役
場
町
民
課
保
健
係
で
す
。
提
出
期

限
は
４
月
27
日
（
金
）
で
す
。

　

こ
の
申
込
書
に
基
づ
い
て
、
各
健
診

の
受
診
票
な
ど
を
配
付
し
ま
す
。
健
診

を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　

３
月
下
旬
以
降
に
本
町
に
転
入
さ
れ

た
方
に
は
、
調
査
書
が
配
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
健
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
役
場
町
民
課
保
健
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
嘉
島
町
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ 

　

本
申
込
書
で
は
「
特
定
健
康
診
査

（
特
定
健
診
）」
の
申
し
込
み
も
同
時

に
受
け
付
け
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40

◇ お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

↑

高額療養費制度の見直し
　高額療養費制度の見直しにより、高額療養費の自己負担限度額が下記の通り変更（太字・太線部分）
になります（平成 30 年８月施行）。
ア 、現役並み所得者　外来療養にかかる高額療養費の自己負担限度額を廃止した上で所得区分を細分化
し各区分の自己負担額が設けられます。＜　＞内は多数該当。
イ 、一般所得者　外来療養にかかる自己負担限度額について、現行の１万 4000 円から１万 8000 円に引
き上げられます。

【平成 30 年８月施行】

※低所得者Ⅰ・Ⅱは、変更ありません。 役場町民課保健係　☎２３７－２５７４

区　　分 外来+入院（世帯）外来（個人）

課税所得 690 万円以上 25 万 2600 円＋（医療費－ 84 万 2000 円）×１％
<14 万 100 円 >

課税所得 380 万円以上 16 万 7400 円＋（医療費－ 55 万 8000 円）×１％
＜９万 3000 円＞

課税所得 145 万円以上 ８万 100 円＋（医療費－ 26 万 7000 円）×１％
＜４万 4400 円＞

一　　　般 １万 8000 円
（年間 14 万 4000 万円上限）

５万 7600 円
<４万 4400 円 >

低所得者Ⅱ
8000 円

２万 4600 円

低所得者Ⅰ １万 5000 円
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歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
皆
さ
ん
は
、
特
定

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

お
宅
に
配
付
さ
れ
た
「
嘉
島
町
住
民

健
康
診
査
申
込
書
（
調
査
書
）」
の
集

団
健
診
8
月
25
日
〜
同
30
日
（
29
日
除

く
）、
ま
た
は
か
し
ま
ド
ッ
ク
（
7
月

〜
10
月
）
の
ど
ち
ら
か
希
望
さ
れ
る
方

の
欄
に
○
印
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
定
健
診
の
メ
リ
ッ
ト

①
生
活
習
慣
病
な
ど
を
早
期
に
発
見
で

き
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
は

じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症

状
の
な
い
ま
ま
気
づ
か
な
い
う
ち
に
進

行
し
ま
す
。
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、

生
活
習
慣
病
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
ま
た

は
な
っ
て
い
る
）
状
態
を
早
期
に
発
見

し
、
重
症
化
予
防
が
で
き
ま
す
。

②
生
活
習
慣
改
善
に
取
り
組
み
や
す
い

内
容
で
す
。

　

健
診
結
果
を
踏
ま
え
て
実
施
さ
れ
る

「
特
定
保
健
指
導
」
は
、
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
な
ど
か
ら
、
個
人
の
健
康
状

態
や
生
活
習
慣
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ら
れ
る
た
め
、
取
り
組
み
や
す

く
、
効
果
的
で
す
。

　

※
嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
は
、
特
定

保
健
指
導
を
健
診
機
関
（
日
赤
熊
本
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
）
に
委
託
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

③
継
続
し
た
健
康
状
態
の
把
握
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　

各
人
が
受
け
た
健
診
結
果
は
町
国
保

が
き
ち
ん
と
管
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検

査
結
果
に
応
じ
た
継
続
的
な
支
援
を
行

い
ま
す
（
町
開
催
の
健
康
教
室
な
ど
）。

④
医
療
費
の
抑
制
に
効
果
的
で
す
。

　

加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
生
活
習
慣
病

の
発
症
・
重
症
化
を
予
防
で
き
れ
ば
、

ご
家
庭
の
医
療
費
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
国
保
が
負
担
す
る

医
療
費
も
削
減
で
き
ま
す
。
ひ
い
て
は

国
民
健
康
保
険
税
の
増
加
を
抑
制
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
（
嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
）

☎
２
３
７－

２
５
７
４

平
成
30
年
度
乳
幼
児
健
診
・

子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種

　

黄
色
の
チ
ラ
シ
の
「
平
成
30
年
度
乳

幼
児
健
診
予
定
表
／
平
成
30
年
度
子
ど

も
の
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て
」
を
、

３
月
中
旬
に
町
内
全
世
帯
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
乳
幼
児
健
診
・
予
防
接

種
の
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
ご
家
庭
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
次

の
通
り
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
の
方
に

は
個
別
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
送
付
さ

れ
た
通
知
を
、
町
内
委
託
医
療
機
関
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
期
間　

〜
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

○
個
人
負
担
金　

　

２
千
円
（
町
内
指
定
医
療
機
関
で
接

種
す
る
場
合
に
限
る
）

○
対
象
者

・ 

65
歳
（
昭
和
28
年
４
月
２
日
〜
昭
和

29
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

・ 

70
歳
（
昭
和
23
年
４
月
２
日
〜
昭
和

24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

・ 

75
歳
（
昭
和
18
年
４
月
２
日
〜
昭
和

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

・ 

80
歳
（
昭
和
13
年
４
月
２
日
〜
昭
和

14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

・ 

85
歳
（
昭
和
８
年
４
月
２
日
〜
昭
和

９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

・ 

90
歳
（
昭
和
３
年
４
月
２
日
〜
昭
和

４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

・ 

95
歳
（
大
正
12
年
４
月
２
日
〜
大
正

13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

・ 

１
０
０
歳
（
大
正
７
年
４
月
２
日
〜

大
正
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

※
過
去
に
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外
に

な
り
ま
す
。
各
対
象
者
と
も
、
助
成
対

象
の
接
種
機
会
は
期
間
中
の
み
で
す
。

期
間
を
過
ぎ
ま
す
と
助
成
対
象
で
の
接

種
機
会
は
生
涯
あ
り
ま
せ
ん
。

○
町
内
の
委
託
医
療
機
関

↑
【
16
面
に
続
く
】

休日当番医

４月15日（日） 藤岡医院（御船町）
☎２８２－０４０５

４月22日（日） 西村病院（嘉島町）
☎２３７－１５５１

４月29日（日・祝）熊本回生会病院（嘉島町）
☎２３７－１１３３

４月30日（月・振替）御船クリニック（御船町）
☎２８２－０１０６

５月３日（木・祝）泰泉堂牟田医院（御船町）
☎２８２－０２１６

５月４日（金・祝）大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
☎２８２－３９００

５月５日（土・祝）香田整形外科医院（嘉島町）
☎２３７－２８１１

５月６日（日） 小糸整形外科医院（御船町）
☎２８２－００５０

  古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
☎２８４－２０１０

５月13日（日） たなか内科眼科医院（嘉島町）
☎２３５－７２３５
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▽
山
地
外
科
胃
腸
科
医
院

　
　
　
　
（
上
島
２
４
９
１
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
０
０
３

▽
香
田
整
形
外
科

　
　
　
　
（
北
甘
木
２
０
１
８
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
８
１
１

▽
よ
し
む
ら
内
科
・
循
環
器
科

　
　
　
　
（
上
島
２
２
９
９－
１
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
５－
７
７
７
３

▽
大
串
内
科

　
　
　
　
（
鯰
２
７
７
８
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
４－

７
８
７
３

▽
た
な
か
内
科
眼
科

　
　
　
　
（
鯰
１
８
９
８－

３
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
５－

７
２
３
５

▽
さ
か
た
耳
鼻
咽
喉
科

　
　
　
　
（
鯰
１
８
３
４－

１
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

４
１
３
３

▽
西
村
病
院

　
　
　
　
（
北
甘
木
２
０
８
５
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
５
５
１

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

入
院
時
の
食
費
と
居
住
費

４
月
か
ら
変
更

○ 

住
民
税
課
税
世
帯
の
入
院
時
食
費
療

養
標
準
負
担
額

・
１
食
に
つ
き
４
６
０
円　

↑

【
15
面
か
ら
続
く
】

出産や手術で大量出血などをされた方へ
～Ｃ型肝炎特別措置法の給付金の請求期限が
2023年１月 16日に延長されました～

　

１
９
９
４
年
ご
ろ
ま
で
に
出
産
や
手

術
に
よ
る
大
量
出
血
な
ど
の
際
に
、
血

液
か
ら
つ
く
ら
れ
た
医
薬
品
（
フ
ィ
ブ

リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
・
血
液
凝
固
第
９
因
子

製
剤
）
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方

へ
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
法
律
に
基
づ
き
、

国
を
相
手
と
す
る
裁
判
を
提
起
し
、
裁

判
の
な
か
で
、

①
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
・
血
液
凝
固

第
９
因
子
製
剤
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
、

②
そ
の
医
薬
品
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
こ
と
、
③
慢
性
肝
炎
を
確
認
で
き
れ

ば
、
国
と
和
解
を
し
た
う
え
で
、
給
付

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

こ
の
給
付
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
２

０
２
３
年
１
月
16
日
ま
で
に
国
を
相
手

と
す
る
裁
判
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

出
産
や
手
術
で
の
大
量
出
血
な
ど
の

際
に
、
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
・
血
液

凝
固
第
９
因
子
製
剤
が
使
用
さ
れ
た
方
、

身
に
覚
え
の
あ
る
方
、
も
し
や
と
思
う

方
は
、
ま
ず
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
保
健
所
ま
た
は
自

治
体
が
委
託
す
る
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、

お
お
む
ね
無
料
で
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

詳しくは、

＜問い合わせ先＞
◎厚生労働省フィブリノゲン製剤などに関する相談窓口　　フリーダイヤル　0120-509-002
　受付時間：9:30 ～ 18:00（土・日・祝日・年末年始を除く）
＜裁判終了後の給付金の請求手続きの問い合わせ先＞
◎独立行政法人医薬品医療機器総合機構（ＰＭＤＡ）　　フリーダイヤル　0120-780-400
　受付時間：9:00 ～ 17:00（土・日・祝日・年末年始を除く）
　（※フリーダイヤルは、携帯電話、公衆電話からもご利用いただけます）
＜肝炎ウイルス検査のご案内＞
◎厚生労働省ホームページ
　「肝炎総合対策の推進」　http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou09/hepatitis_kensa.html
　「知って、肝炎」プロジェクト　http://www.kanen.org/qanda/

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000150855.html

厚生労働省　大量出血した方へ
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↑

　

※
３
月
末
ま
で
は
３
６
０
円
で
す
。

　

 
※
指
定
難
病
患
者
、
精
神
病
床
入
院

患
者
（
経
過
措
置
対
象
者
）
の
食
費

は
据
え
置
か
れ
ま
す
。

○ 

医
療
療
養
病
床
に
入
院
し
て
い
る
方

の
入
院
時
生
活
療
養
標
準
負
担
額

　

医
療
療
養
病
床
に
入
院
し
て
い
る
方

の
う
ち
「
医
療
の
必
要
性
の
高
い
方
」

に
つ
い
て
の
み
、
次
の
よ
う
に
変
わ
り

ま
す
。

・ 

食
費　

住
民
税
課
税
世
帯
＝
１
食

に
つ
き
４
６
０
円　

　

※
３
月
末
ま
で
は
３
６
０
円
で
す
。

　

 

※
保
険
医
療
機
関
の
施
設
基
準
な
ど
に

よ
り
４
２
０
円
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

 

※
指
定
難
病
患
者
、
精
神
病
床
入
院

患
者
（
経
過
措
置
対
象
者
）
の
食
費

は
据
え
置
か
れ
ま
す
。

・
居
住
費　

１
日
に
つ
き
３
７
０
円

　

※
３
月
末
ま
で
は
２
０
０
円
で
す
。

　

 

※
指
定
難
病
患
者
、
老
齢
福
祉
年
金

受
給
者
は
、
居
住
費
の
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

ス
ト
ッ
プ
！
農
作
業
事
故

　

県
内
で
は
毎
年
10
人
前
後
の
尊
い
人

命
が
農
作
業
事
故
で
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
18
面
に
続
く
】

正しく施術を受けましょう！

　健康保険などの保険証を使って、はり・きゅうやあんま・マッサージの施術
を受ける場合は、医師の同意が必要です。

　整骨院・接骨院における柔道整復師による施術は、
健康保険などの保険証が使える場合と使えない場合があります。

※健康保険などは治療が目的ですので、対象にならない場合もあります。
　負傷の原因は正確に伝えましょう。

熊本県後期高齢者医療広域連合　☎２８８－６０５０

《保険証が使える場合》
○はり・きゅうの施術を受けられる方
　・ 主として神経痛、リューマチ、頸（けい）腕症候群、五十肩、腰痛症および
頸椎捻挫後遺症の慢性的な疾患の治療を受けたとき

　治療を受けるとき
　・保険を使って治療を受ける場合は、医師の同意書が必要です。
　・ 病院や診療所などで同じ治療を受けている間は、はり・きゅう施術を受けて
も保険の対象になりません。

○あんま・マッサージの施術を受けられる方
　・ 筋まひや関節拘縮などであって、医療上マッサージを必要とする症例につい
て施術を受けたとき

　治療を受けるとき
　・保険を使って治療を受ける場合は、医師の同意書が必要です。
　・疲労回復や慰安、疾病予防のためのマッサージなどは保険の対象となりません。

○保険証が使える場合　～けがや原因がはっきりしている痛み～
　・ 医師や柔道整復師に、骨折、脱臼、打撲、捻挫など（いわゆる肉離れを含む）と診断または判断
され、施術を受けたとき（骨折、脱臼については、応急手当てする場合を除き、医師の同意が必
要です）。

　・骨、筋肉、関節のけがや痛みで、その負傷原因がはっきりしているとき。

×保険証が使えない場合　～病気や原因不明の痛み～
　・疲労性、慢性的な要因からくる、単なる肩こりや筋肉疲労
　・脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善のみられない長期の施術
　・病院や診療所などで、同じ負傷などを治療している場合
　・労災保険が適用となる仕事中や通勤途上での負傷

は
り
・
き
ゅ
う

　

あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
術



広報かしま2018.4

18

特
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
よ
る
事
故

や
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
機
械
に

よ
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
に
は
多
く
の
危
険
が
潜
ん
で

い
ま
す
。

　

農
作
業
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
事
故
防
止
の
意
識
を

持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

同
時
に
、
家
族
や
仲
間
も
「
声
掛
け
」

を
行
い
、
事
故
防
止
へ
の
意
識
を
よ
り

一
層
高
め
、
農
作
業
事
故
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

　
　

熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－

２
３
８
０

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

工
業
統
計
調
査
は
、
わ
が
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が

あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。
調
査
結
果
は
、

中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基

礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
時
点
は
６
月
１
日
で
す
。
調
査

対
象
事
業
所
の
方
は
調
査
票
へ
の
ご
回

答
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

熊
本
県
統
計
調
査
課

☎
３
３
３－

２
１
７
８

○ 

対
象
宅
地　

平
成
28
年
熊
本
地
震

発
生
時
に
住
宅
（
民
間
企
業
や
団
体

な
ど
の
社
宅
や
寮
は
含
ま
な
い
）
と

し
て
供
さ
れ
て
い
た
宅
地
（
分
譲
宅

地
な
ど
の
宅
地
開
発
事
業
用
地
は
除

く
）。

○
対
象
工
事

・
復
旧
工
事（
の
り
面
、
擁
壁
、
地
盤
）

・ 

液
状
化
再
度
災
害
防
止
の
住
宅
建

屋
下
の
地
盤
改
良
工
事

・
住
宅
の
傾
斜
復
旧
工
事

○
補
助
金
額

　

 

対
象
経
費
か
ら
50
万
円
を
控
除
し
た

額
に
３
分
の
２
を
乗
じ
た
額
（
上
限

６
３
３
万
３
千
円
）

　
　

役
場
建
設
課

☎
２
３
７－

２
６
１
９

復
興
祈
念
ウ
イ
ー
ク

　

県
内
に
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
熊
本
地
震
か
ら
２
年
。
県
は
、
熊
本

地
震
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
復
興
へ

の
決
意
を
新
た
に
す
る
た
め
、
地
震
が

発
生
し
た
４
月
中
旬
の
約
２
週
間
を

「
復
興
祈
念
ウ
イ
ー
ク
」
と
位
置
付
け
、

犠
牲
者
追
悼
式
（
４
月
14
日
）
や
、
く

ま
も
と
復
旧
・
復
興
有
識
者
会
議
（
４

月
15
日
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行

い
、
全
国
に
向
け
て
復
興
の
取
り
組
み

を
発
信
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
民
間
団
体
な
ど
と
連
携

ご
存
じ
で
す
か

４
月
22
日
は
町
内
一
斉
清
掃
日

　

４
月
22
日
（
日
）
は
、
春
の
町
内
一

斉
清
掃
日
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
で
各
地
区
の
清
掃
美

化
を
実
施
し
て
、
美
し
く
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。　

　

ご
自
宅
の
周
辺
だ
け
で
な
く
、
普
段

気
付
か
な
い
よ
う
な
所
も
き
れ
い
に
し

て
、
地
域
の
環
境
美
化
に
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

課
税
台
帳
が
縦
覧
で
き
ま
す

　

平
成
30
年
度
の
課
税
台
帳
（
固
定
資

産
税
）
の
縦
覧
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

○
縦
覧
期
間

　

〜
５
月
31
日
（
木
）

　

８
時
半
〜
17
時
15
分（
閉
庁
日
除
く
）

　

こ
れ
を
機
に
、
あ
な
た
の
財
産
を
確

認
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

軽
自
動
車
税
は
、
次
の
よ
う
な
場
合

に
申
請
す
る
と
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

①
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
も
の
と

認
め
る
軽
自
動
車

②
（
イ 

）
身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る

方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

　

（
ロ 

）
身
体
に
障
害
の
あ
る
18
歳
未

満
、
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ

る
方
と
生
計
を
一
に
す
る
人
が

所
有
し
、
そ
の
障
害
者
の
た
め

に
利
用
す
る
軽
自
動
車

※
障
害
の
程
度
に
よ
り
減
免
範
囲
が
あ

り
ま
す
。

○
減
免
申
請
期
間

　

納
付
書
の
届
い
た
日
か
ら
５
月
31
日

（
木
）
ま
で
（
納
期
限
ま
で
）

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳

②
戦
傷
病
者
手
帳

③
療
育
手
帳

④
精
神
障
害
者
手
帳

⑤
車
検
証

⑥
運
転
者
の
運
転
免
許
証

⑦
印
鑑
と
納
付
書

※
①
〜
④
は
交
付
さ
れ
た
手
帳
が
必
要

で
す
。
等
級
に
よ
っ
て
は
減
免
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７－

２
６
３
９

被
災
宅
地
復
旧
費
支
援
事
業

　

平
成
30
年
度
も
引
き
続
き
、
熊
本
地

震
で
被
災
し
た
宅
地
の
復
旧
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○ 

対
象
者　

町
内
に
あ
る
被
災
宅
地
の

復
旧
工
事
を
行
う
所
有
者
、
管
理
者

ま
た
は
占
有
者

【
17
面
か
ら
続
く
】

↑
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し
た
取
り
組
み
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、 

復
興
祈
念
ウ
イ
ー
ク 

で
検
索
！

　
　

県
広
報
グ
ル
ー
プ

☎
３
３
３－

２
０
２
７

ペ
ッ
ト
も
守
ろ
う
！
防
災
対
策

　

災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
飼
い
主
だ
け
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
と
避
難
が
必
要
か
を
判
断
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
人
や
ほ
か
の
動

物
に
友
好
的
で
あ
る
こ
と
や
、
む
や
み

に
ほ
え
な
い
、
ケ
ー
ジ
に
入
れ
る
な
ど

の
し
つ
け
、
ノ
ミ
・
ダ
ニ
の
駆
除
、
迷

子
に
な
っ
た
と
き
の
た
め
の
首
輪
と
迷

子
札
の
装
着
な
ど
が
重
要
で
す
。

　

災
害
が
起
き
て
か
ら
ど
う
す
る
か
で

は
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
の
心
構
え
と
備

え
が
大
切
で
す
。

　
　

熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

☎
３
３
３－

２
２
４
８

春
の
狂
犬
病
予
防
注
射

　

春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。
狂
犬
病
予
防
法
に
基

づ
き
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主

は
毎
年
１
回
、
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
都
合
の
よ
い

場
所
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

料
金
は
１
匹
当
た
り
３
０
７
０
円
で

す
。
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
は
別
途
登

録
料
３
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

【
東
地
区
】

○
期
日　

４
月
24
日
（
火
）

○
場
所
と
時
間

・
西
村
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

８
時
50
分
〜
９
時
20
分

・
上
六
嘉
公
民
館

　
　
　

９
時
30
分
〜
10
時
10
分

・
北
甘
木
公
民
館
跡
地

　
　
　

10
時
20
分
〜
10
時
50
分

・
井
寺
公
民
館

　
　
　

11
時
00
分
〜
11
時
30
分

・
下
六
嘉
公
民
館
跡
地

　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
10
分

・
三
郎
無
田
公
民
館

　
　
　

14
時
20
分
〜
14
時
40
分

・
東
小
学
校
正
門
前

　
　
　

14
時
50
分
〜
15
時
20
分

【
西
地
区
】

○
期
日　

４
月
25
日
（
水
）

○
場
所
と
時
間

・
上
島
公
民
館

　
　
　

８
時
50
分
〜
９
時
30
分

・
鯰
公
民
館

　
　
　

９
時
40
分
〜
10
時
20
分

・
上
仲
間
公
民
館

　
　
　

10
時
30
分
〜
10
時
50
分

・
下
仲
間
公
民
館

　
　
　

11
時
00
分
〜
11
時
20
分

・
犬
渕
公
民
館

　
　
　

13
時
30
分
〜
13
時
50
分

・
高
田
公
民
館

　
　
　

14
時
00
分
〜
14
時
20
分

・
西
小
学
校
西
側
消
防
倉
庫
前

　
　
　

14
時
30
分
〜
15
時
10
分

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

女
性
総
合
相
談
室
は
「
男
女

共
同
参
画
相
談
室
ら
い
ふ
」
に

　

熊
本
県
女
性
総
合
相
談
室
は
４
月
か

ら
「
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
相
談
室
ら

い
ふ
」
に
改
称
。
移
転
し
、
電
話
番
号
、

受
付
日
時
も
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
生
き

方
と
人
権
を
尊
重
し
た
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
人
生
の
岐
路
に
あ
る
方
、
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
、
人
間
関

係
や
暴
力
行
為
に
悩
ん
で
い
る
方
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

利
用
は
無
料
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守

ら
れ
ま
す
。

○
住
所

　

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６－

18－

１
、

　

 

熊
本
県
行
政
棟
新
館
４
階　

男
女
参

画
・
協
働
推
進
課
内

　

※ 

土
曜
は
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町

８－

９
、
テ
ト
リ
ア
く
ま
も
と
９

階
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
内

○
受
付
時
間

・ 
電
話
相
談　

月
・
火
・
木
・
金
・
土

曜
９
時
半
〜
15
時
半
（
火
曜
は
19
時

半
ま
で
）

・
面
接
相
談
＝
予
約
制   

前
記
の
時
間

↑

【
20
面
に
続
く
】

４ 月 の 納 税 等 ５ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }①　期介護保険料
保育所利用料……………４月分
下水道使用料……………３月分
納期限日（口座振替日）
　　５月１日（火）

固定資産税………………①　期
軽自動車税………………全　期

保育所利用料……………５月分
下水道使用料……………４月分
納期限日（口座振替日）
　　５月31日（木）

毎月第４水曜日
午後６時～８時

４月25日
５月23日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）
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・ 
法
律
相
談
＝
予
約
制　

毎
月
第
３

土
曜
13
時
〜
15
時
15
分

○ 

休
み　

水
・
日
曜
、
土
曜
を
除
く
祝

日
、
12
月
29
日
〜
1
月
３
日

　
　

 

熊
本
県
男
女
共
同
参
画
相
談
室
ら

い
ふ　

☎
３
３
３－

２
６
６
６

（
土
曜
３
５
５－

２
２
２
３
）

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

熊
本
地
震
・
東
日
本
大
震
災

報
告
写
真
展

　

熊
本
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会
と
熊
本
県
は
、

県
民
に
防
災
意
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
熊
本
地
震
と
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
の
状
況
や
復
興
に
向
け
た

活
動
状
況
を
報
告
す
る
た
め
に
、
新
聞

各
社
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
写
真
展

「
熊
本
地
震
・
東
日
本
大
震
災
報
告
写

真
展
〜
あ
の
日
を
忘
れ
な
い
２
０
１
８
〜
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
期
間　

〜
４
月
20
日
（
金
）

14
日
（
土
）、
15
日
（
日
）
も
開
催
。

毎
日
９
時
〜
17
時
。

○ 

展
示
会
場　

熊
本
県
庁
新
館
・
本
館

ロ
ビ
ー

○
入
場
料　

無
料

　
　

県
ユ
ニ
セ
フ
協
会

☎
３
６
２－

５
７
５
７

熊
本
県
職
員
・
警
察
官
採
用
試
験

○
試
験
の
種
類
と
１
次
試
験
日

① 

県
職
員
（
大
学
卒
業
程
度
、
免
許
資

格
職
）　　
　
　
　

６
月
24
日
（
日
）

② 

県
職
員
（
民
間
企
業
な
ど
経
験
者
対

象
）　　
　
　
　
　

６
月
24
日
（
日
）

③
警
察
官
（
警
察
官
Ａ
）７月

８
日
（
日
）

※
①
②
は
東
京
会
場
も
あ
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
受
付
期
間

①
②
４
月
26
日
（
木
）

　

〜
５
月
11
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

③　

４
月
26
日
（
木
）

　

〜
５
月
25
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

※
募
集
職
種
、
受
験
資
格
や
受
験
申
込

書
の
配
布
場
所
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局
ま
で
。

　

熊
本
県
職
員
採
用
ガ
イ
ド　

検
索

　
　

熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
３
３
３－

２
７
３
３

「
技
能
検
定
」
国
家
試
験

　

技
能
検
定
は
働
く
方
々
の
技
能
・
知

識
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、
国

が
証
明
す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。
技

能
に
対
す
る
社
会
一
般
の
評
価
を
高
め
、

働
く
方
々
の
技
能
と
地
位
の
向
上
を
目

的
に
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ

い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

職
種
ご
と
に
特
級
、
１
級
、
２
級
、

３
級
に
区
分
す
る
も
の
と
、
等
級
を
区

募
っ
て
い
ま
す

県
立
農
大
農
作
業
安
全
講
座

（
大
特
・
け
ん
引
免
許
受
験
）

　

農
作
業
の
安
全
と
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
農
業
機
械
の
運
転
操
作
技
術
の
向
上

を
図
り
、
講
習
後
に
大
特
・
け
ん
引

（
農
耕
車
限
定
）
免
許
を
受
験
で
き
る

講
座
が
開
講
さ
れ
ま
す
。
申
込
先
は
上

益
城
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・
振
興
課

で
す
。

○
対
象
者　

① 

県
内
に
居
住
す
る
専
業
農
家
、
第
１

種
兼
業
農
家
の
構
成
員
の
方

② 

県
内
の
農
業
生
産
組
織
ま
た
は
農
業

生
産
法
人
の
構
成
員
、
従
業
者
の
方

○
募
集
期
間　

５
月
７
日
（
月
）
ま
で

　

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

○
会
場　

県
立
農
業
大
学
校

○ 

日
程　

７
月
か
ら
平
成
31
年
２
月
ま

で
11
回
開
講
。
１
講
座
４
日
間
。

○ 

申
込
書
配
布
先　

嘉
島
町
役
場
農
政

課
、
各
Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン
タ
ー
な
ど

　

 

※
県
立
農
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　

同
振
興
局
農
業
普
及
・
振
興
課

☎
２
８
２－

０
３
０
５

分
し
な
い
単
一
等
級
が
あ
り
、
実
技
試

験
と
学
科
試
験
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

合
格
者
に
は
特
級
、
１
級
お
よ
び
単

一
等
級
は
厚
生
大
臣
名
で
、
２
級
と
３

級
は
熊
本
県
知
事
名
で
合
格
証
書
が
交

付
さ
れ
、「
技
能
士
」
を
称
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

２
級
実
技
試
験
は
「
技
能
五
輪
全
国

大
会
熊
本
県
地
方
大
会
」
を
兼
ね
て
実

施
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
時
点
で
35
歳
未
満
の
方
が

２
級
ま
た
は
３
級
の
実
技
試
験
を
受
検

さ
れ
る
場
合
、
受
検
手
数
料
が
９
千
円

減
額
さ
れ
ま
す
。

○
受
付
期
間　

〜
４
月
17
日
（
火
）

○ 

実
施
期
間　

６
月
５
日
（
火
）
〜
９

月
９
日
（
日
）。
３
級
職
種
は
８
月

12
日
（
日
）
ま
で
。

○ 

合
格
発
表　

９
月
28
日
（
金
）。

　

３
級
職
種
は
８
月
31
日
（
金
）。

　
　

熊
本
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
３
３
３－

２
１
７
８

　
　

※ 

詳
し
く
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
30

年
度
第
１
回
試
験
が
次
の
日
程
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

○
試
験
の
種
類　

・
甲
種

【
19
面
か
ら
続
く
】

↑
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・
乙
種
第
１
類
〜
第
６
類

・
丙
種

○
試
験
日　

６
月
10
日
（
日
）

○
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請　

〜
４
月
19
日
（
木
）

・
電
子
申
請　

〜
４
月
16
日
（
月
）

○
願
書
な
ど
の
配
置
場
所

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支

部
、
熊
本
市
消
防
局
、
熊
本
県
内
の
各

消
防
本
部
お
よ
び
熊
本
県
総
務
部
市
町

村
・
税
務
局
消
防
保
安
課

　
　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　

熊
本
県
支
部

☎
３
６
４－

５
０
０
５

小
中
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
研
修
交
流

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
が
青
少
年
の

国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

ま
す
。
１
人
で
の
参
加
が
７
割
以
上
、

初
め
て
海
外
へ
行
く
人
も
多
く
、
全
国

か
ら
の
参
加
者
と
の
出
会
い
も
楽
し
み

で
す
。
引
率
リ
ー
ダ
ー
も
同
行
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

○
参
加
費

　

24
万
８
千
円
〜
59
万
円

○
対
象　

小
学
３
年
〜
高
校
３
年

　

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

○ 

研
修
先　

米
国
、
英
国
、
豪
州
、
カ

ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

フ
ィ
ジ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

○
内
容　

　

 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英
語
研
修
、

地
域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

○ 

日
程　

７
月
26
日
（
木
）
〜
８
月
16

日
（
木
）
の
８
日
間
〜
18
日
間

※
詳
し
く
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　

　
　

 

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修

協
会
（
東
京
都
）

　
　

☎
０
３－

６
４
１
７－

９
７
２
１

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

無
料
の
登
記
相
談　

予
約
制
で
す

　

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
、
倒
壊
し

た
建
物
の
登
記
や
、
土
地
・
建
物
な
ど

の
売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
の
登
記
の

相
談
に
無
料
で
対
応
し
ま
す
。
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。

○
日
時　

５
月
10
日
（
木
）

　
　

10
〜
16
時
（
12
〜
13
時
除
く
）

○
場
所　

御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階

　
　

熊
本
地
方
法
務
局

　
　

不
動
産
登
記
部
門

↑

【
22
面
に
続
く
】

平成 30年度自衛官募集

※
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

宇城募集事務所　☎０９６４－２３－２０４７

募集期間 資格 受付期間 試験期日 合格発表 入（校）隊

幹部候補生

一　般
22歳以上26歳未
満（修士課程修
了者等は28歳未
満） ～ 5月 1日

１次：
　５月12・13日
２次：
　６月12～15日

１次：６月１日
最終：
（陸・海） ８月３日
（空） ８月31日

平成 31 年
３月下旬
～

４月上旬

歯　科 20歳以上30歳未満 １次：５月12日
２次：
　６月12～15日

１次：６月１日
最終：８月３日薬剤師 20歳以上28歳未満

一般曹候補生 18歳以上27歳未満 ～ 5月 1日
１次：５月26日
２次：
　６月27日
　　～７月２日

１次：６月８日
最終：８月３日

自衛官候補生 18歳以上27歳未満 年間を通
じて受付 受付時に通知 試験日に通知

技術海上幹部
技術航空幹部

大卒以上で、応
募資格に定めら
れた学部・専攻
学科等を卒業後、
２年以上の業務
経験のある者

４月 20 日
～

５月 25 日
　

６月 25 日
８月３日

10 月以降

技術海曹
技術空曹

20歳以上の国家
免許資格取得者 ６月 22 日 ９月下旬
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
通
信
販
売

で
は
「
注
文
し
て
も
商
品
が
届
か
な

い
」「
海
外
か
ら
偽
物
が
届
い
た
」「
連

絡
が
取
れ
な
い
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
海
外
の

詐
欺
的
サ
イ
ト
に
多
く
、
大
手
企
業
の

ロ
ゴ
を
無
断
で
使
用
す
る
な
ど
し
て
信

用
度
を
高
め
て
い
る
サ
イ
ト
も
あ
り
、

注
意
が
必
要
で
す
。

１　

見
分
け
る
の
は
難
し
い

　

 　

欲
し
い
商
品
や
ブ
ラ
ン
ド
名
で
検

索
し
た
と
き
に
上
位
に
表
示
さ
れ
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
信
用
で
き
る
サ

イ
ト
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
購
入
を
希

望
し
て
い
る
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
確

認
し
、
本
物
の
サ
イ
ト
な
の
か
ど
う

か
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
カ

タ
ロ
グ
写
真
の
み
が
掲
載
さ
れ
、
安

価
で
販
売
さ
れ
て
い
る
場
合
も
注
意

が
必
要
で
す
。

２　

詐
欺
的
サ
イ
ト
の
特
徴

　
 　

外
見
上
の
特
徴
と
し
て
、「
連
絡

先
や
電
話
番
号
が
明
記
さ
れ
て
い
な

い
」「
日
本
語
に
若
干
違
和
感
が
あ

る
」「
画
像
が
一
部
不
鮮
明
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
品
を
扱
っ

て
い
る
場
合
や
明
ら
か
に
安
価
な
場

合
は
、
偽
物
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
サ
イ
ト
名
で
検
索
し
て
み
る
と

被
害
状
況
な
ど
参
考
と
な
る
情
報
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
代

金
振
込
先
に
サ
イ
ト
名
と
関
係
が
な

い
個
人
名
義
の
口
座
が
指
定
さ
れ
た

場
合
、
架
空
口
座
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
カ
ー
ド
払
い
の
場
合
は
、
請

求
額
と
表
示
価
格
が
異
な
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
よ
う
で
す
。

３　

被
害
に
遭
っ
た
ら

　

 　

代
金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
も
、

金
融
機
関
に
よ
る
口
座
凍
結
に
よ
り
、

残
高
状
況
に
応
じ
て
分
配
金
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
カ
ー
ド

払
い
の
場
合
は
、
カ
ー
ド
会
社
に
速

や
か
に
連
絡
し
、
悪
用
防
止
の
た
め

カ
ー
ド
番
号
の
変
更
を
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
詐
欺
的
サ
イ
ト
の
被
害
に

遭
っ
た
ら
、
諦
め
ず
に
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
日
頃
の
生
活
に
お
い

て
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談

室
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
ネ
ッ
ト
通
販
の
詐
欺
的
サ
イ
ト
に
注
意
！
》

見
守
り
新
鮮

情
報
4
月
号

☎
３
６
４－

２
１
４
５

　
　

 
※
音
声
案
内
②
を
押
し
、
御
船
相

談
予
約
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

４
月
25
日
（
水
）　

弁
護
士

　

５
月
23
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
町
で
相
談
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－
７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－
１
１
１
２

【
21
面
か
ら
続
く
】

◇ お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。
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都
市
計
画
課
を
新
設

建設課技師
古閑　駿哉

先
輩
隊
員
ら
も
激
励

　

嘉
島
町
は
じ
め
上
益
城
・
宇
城

地
区
か
ら
今
春
、
自
衛
隊
に
加
わ

る
入
隊
・
入
校
予
定
者
の
合
同
激

励
会
が
３
月
17
日
、
宇
土
市
民
会

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
家
族
会
宇
城
地
区
協
議

会
主
催
で
、
嘉
島
町
か
ら
陸
上
自

衛
隊
に
入
隊
予
定
の
西
郡
功
将
さ

ん
（
上
六
嘉
）
や
緒
方
龍
也
さ
ん

（
鯰
）
ら
35
人
が
出
席
。
来
賓
や

先
輩
隊
員
の
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

西
郡
さ
ん
は
北
熊
本
駐
屯
地
、
緒

方
さ
ん
は
宮
崎
・
え
び
の
駐
屯
地

で
教
育
を
受
け
、
一
人
前
の
自
衛

官
を
目
指
し
ま
す
。

自
衛
隊

  

嘉
島
町
か
ら

  

２
人
が
入
隊

　
　
　
　
　

  

合
同
激
励
会

新 

規 

採 

用

新　

任
（
県
警
よ
り
派
遣
）

総務課主事
寺本　俊也

町民課技師
土持　里美

総務課審議員
安武　直樹

退　

任  

３
月
31
日
付

（
総
務
課
審
議
員
）

森
田　

英
樹

＝
派
遣
期
間
終
了
。
熊
本
県
警
へ

帰
任
。

昇　

格

町
民
課
総
括
審
議
員
兼
町
民
課
長

（
町
民
課
長
） 

樋
口　
　

学

社
会
教
育
課
総
括
審
議
員
兼
社
会

教
育
課
長
（
社
会
教
育
課
長
）

 

西
郡　

豊
孝

農
政
課
長
兼
地
籍
調
査
係
長
（
農

政
課
審
議
員
兼
農
政
係
長
兼
整
備

係
長
） 

髙
田　

克
明

建
設
課
審
議
員
兼
管
理
係
長
（
建

設
課
管
理
係
長
） 

富
嶋　

信
行

学
校
教
育
課
審
議
員
兼
学
校
教
育

係
長
（
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

長
） 

西
本　

幸
弘

総
務
課
人
事
広
報
係
長
（
総
務
課

参
事
） 

宮
岡
久
美
子

町
民
課
介
護
保
険
係
長
（
町
民
課

参
事
） 

内
田　

優
里

農
政
課
農
政
係
長
兼
整
備
係
長

（
農
政
課
参
事
） 

松
永　

浩
典

建
設
課
建
設
係
長
（
建
設
課
参

事
） 

西
村　

賢
二

学
校
教
育
課
参
事
（
学
校
教
育
課

主
査
） 

田
中　

身
和

主
任
教
諭
（
教
諭
）
𠮷
田　
　

司

定
年
退
職･
再
任
用

農
政
課
参
事
（
企
画
情
報
課
総
括

審
議
員
兼
企
画
情
報
課
長
兼
商
工

観
光
係
長
） 

塚
本　
　

望

学
校
教
育
課
参
事
（
会
計
室
総
括

審
議
員
兼
会
計
管
理
者
兼
会
計
室

長
） 

光
橋　

憲
司

　

嘉
島
町
は
４
月
１
日
付
で
機
構

改
革
を
行
い
、
建
設
課
か
ら
都
市

計
画
係
と
環
境
係
を
分
離
し
て
都

市
計
画
課
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、

職
員
人
事
の
定
期
異
動
を
発
令
し

ま
し
た
。

　

都
市
計
画
課
の
新
設
は
、
東
部

台
地
「
ゆ
う
す
い
の
杜
（
も
り
）」

と
上
島
・
芝
原
地
区
の
大
規
模
な

土
地
区
画
整
理
事
業
が
本
格
化
す

る
た
め
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
町

長
部
局
８
課
と
町
教
委
２
課
、
議

会
事
務
局
の
体
制
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
都
市
計
画
課
は
町
役
場

３
階
☎
２
３
７‒

２
５
９
７
で
す
。

　

名
簿
の
カ
ッ
コ
内
は
前
任
。

町　
職　
員

人
事
異
動

異　

動

建
設
課
総
括
審
議
員
兼
建
設
課
長

（
建
設
課
総
括
審
議
員
兼
建
設
課

長
兼
建
設
係
長
） 

成
松　

信
博

都
市
計
画
課
長
（
農
政
課
長
兼
地

籍
調
査
係
長
） 

春
日　

公
和

企
画
情
報
課
長
兼
商
工
観
光
係
長

（
税
務
課
長
） 

緒
方　

伸
也

会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長
（
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
） 冨
岡　

宗
徳

学
校
教
育
課
長
兼
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
（
学
校
教
育
課
長
）

 

石
井　

誠
志

税
務
課
長
（
建
設
課
審
議
員
兼
環

境
係
長
） 

石
坂　

英
一

都
市
計
画
課
審
議
員
兼
都
市
計
画

係
長
（
建
設
課
審
議
員
兼
都
市
計

画
係
長
） 

橋
本　

浩
史

都
市
計
画
課
環
境
係
長
（
町
民
課

介
護
保
険
係
長
） 

吉
本　

博
志

総
務
課
総
務
係
長
（
総
務
課
総
務

係
長
兼
人
事
広
報
係
長
）

 

河
原　

和
幸

都
市
計
画
課
主
事
（
建
設
課
主
事
） 

島
田　

哲
也

都
市
計
画
課
主
事
（
建
設
課
主
事
）

 
西
橋　

賢
祐

都
市
計
画
課
主
事
（
建
設
課
主
事
）

 

吉
竹　

翔
平

都
市
計
画
課
技
師
（
建
設
課
技
師
）

 

上
園　

雄
大

町
民
課
主
事
（
総
務
課
付
熊
本
県

市
町
村
振
興
協
会
派
遣
）

 

吉
﨑　

武
暢

総
務
課
付
熊
本
県
市
町
村
振
興
協

会
派
遣
（
農
政
課
主
事
）

 

甲
斐
ひ
と
み

税
務
課
主
事
（
総
務
課
主
事
）

 

德
本　

将
晃

農
政
課
主
事
（
建
設
課
主
事
）

 

村
上
幸
志
朗

建
設
課
主
事
（
税
務
課
主
事
）

 

山
口　

訓
央
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★　被害に遭わないためのアドバイス　★
●　未納料金の支払いを口実として、ＳＭＳを送るのは詐欺の手口。
● 　「本日中に連絡がなければ法的手続きに移行します」というＳＭＳは典
型的な詐欺の手口。
● 　ギフトカードを購入してその番号を連絡しろというのは典型的な詐欺の
手口。

　根拠のない請求には絶対に応じず、ＳＭＳに書かれた電話番号には連絡し
ないようにしましょう。

☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

　

刑
法
犯
〜
御
船
署
管
内
で
車
上
狙

い
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
車
内
に
バ

ッ
グ
な
ど
を
置
い
て
い
る
と
、
ガ
ラ

ス
を
割
ら
れ
て
盗
ま
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
車
内
に
バ
ッ
グ
な
ど

を
置
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

交
通
事
故
〜
町
内
で
人
身
事
故
の

発
生
件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
引
き

続
き
、
反
射
材
の
着
用
、
前
照
灯
の

早
め
点
灯
な
ど
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）２月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H30.1 7 47 0 0 5 0 0 2

H30 累計 14 106 0 0 5 1 0 2

前年比 +3 -12 ± 0 ± 0 -7 +1 -1 -1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H30.1 9 166 0 1 5 5 0 0

H30 累計 30 352 1 1 5 7 0 0

前年比 -7 +13 ± 0 +1 -11 +7 -2 -1

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 264）

　ＳＭＳや電話での要求に不審な点があった場合は、その
要求に応じる前に、警察署や消費者センターに相談してく
ださい。
●　消費者ホットライン　⇒　☎１８８（いやや）
●　警察相談専用電話　　⇒　☎＃９１１０

　実在する有名企業をかたり、ＳＭＳ（ショート・メール・サービス）を用いてお金
を支払わせようとする架空請求の相談が多数寄せられています。
　ＳＭＳは、不特定多数の電話番号に直接送信することができるため、詐欺の手口と
して利用されるケースが数多くあります。
　実在する有名企業の名をかたる場合も多いため、事業者などの名前に見覚えがある
からといって安易に信用せず、メールの内容などをよく確認しましょう。
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【問い合わせ先】 国土交通省九州地方整備局熊本河川国道事務所
調査第一課 ☎０９６－３８２－１１１１

h p://www.river.go.jp/

h p://www.river.go.jp/s/

版
ホ
マ
ス

災
防
の
川
「

、
は
で
」
報
情

を
報
情
置
位

こ
る
す
得
取

い
今
、
で
と

雨
の
所
場
る

近
や
子
様
の

状
の
川
の
く

に
ぐ
す
を
況

が
と
こ
る
知

。
す
ま
き
で

し
置
設
に
川

、
で
計
位
水
た

の
川
の
く
近

の
ど
が
位
水

況
状
な
う
よ

、
を
か
の
る

イ
タ
ル
ア
リ

す
認
確
で
ム

で
が
と
こ
る

。
す
ま
き

カ
Ｖ
Ｔ
Ｃ
Ｃ

像
映
の
ラ
メ

の
在
現
、
で

が
子
様
の
川

川
、
り
か
分

な
か
づ
近
に

況
状
も
て
く

と
こ
る
知
を

。
す
ま
き
で
が

で
こ
ど
、
今

い
ら
く
れ
ど

か
の
る
い
て

と
こ
る
知
を

。
す
ま
き
で
が

　平成 30年５月から、国が管理する白川、緑川で、川が氾濫する可能性が高まった時に、対象の地域に
いる人に氾濫の危険をお知らせする情報が自動で発信されるようになりました
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各種大会等予定
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

４

15 日 平成30年度第33回九州大学サッカーリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会　28日も開催

21 土 第４回かわせみカップ 競技場 ９：00～ アルフィーオ熊本

22 日 上益城消防組合親善ソフトボール大会 野球場 ８：00～ 上益城消防組合消防本部

22 日 平成 30年度第 21回九州女子サッカーリーグ１部 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会

28 土 高円宮杯 2018チャンピオンズリーグ熊本U-18 競技場 14：00～ 熊本県サッカー協会　30日も開催

29 日 2018第９回九州ユース（U-15）サッカーリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会

５

３ 木 2018第９回九州ユース（U-15）サッカーリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会　6日も開催

４ 金 2018球蹴男児U-16 サッカーリーグ 競技場 ９：00～ 球蹴男児U-16 リーグ実行委員会　5日も開催

12 土 第 20回ミドルサッカーリーグ２部 競技場 18：00～ 熊本県サッカー協会　27日も開催

13 日 高円宮杯 2018チャンピオンズリーグ熊本U-18 競技場 ９：00～ 熊本県サッカー協会

20 日 平成 30年度第 21回九州女子サッカーリーグ 1部 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会

27 日 第 20回ミドルサッカーリーグ 1部 競技場 15：00～ 熊本県サッカー協会

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 096-237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 096-237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

 3月 20日現在

嘉島町総合運動公園

ブロック優勝を果たした嘉島
ミニバスケクラブ女子

　

嘉
島
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
の
女
子
が
２
月
24
日
、

御
船
小
で
開
か
れ
た
第
２
回
上

益
城
郡
新
人
戦
（
協
会
長
杯
）

で
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
対
戦
成
績
は
次
の
通
り

で
す
。

　

嘉
島
35
―
21
御
船
、
嘉
島
79

―
４
広
西

　

※
嘉
島
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
町
内
の
小
学

生
チ
ー
ム
で
す
。
練
習
は
毎
週

月
・
木
・
金
曜
（
水
曜
は
自
主

練
日
、
土
・
日
曜
も
不
定
期
で

実
施
）、
主
に
嘉
島
西
小
体
育

館
で
。

嘉島クラブ女子  ブロックＶ
上益城郡ミニバスケ新人戦

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
嘉
島
町
民
体
育
館
は
復
旧
工
事
が
終

わ
り
、
４
月
か
ら
従
来
通
り
利
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
し
た

が
、
既
に
町
内
在
住
者
や
団
体
に
先
行
し
て
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
町
教
育
委
員
会　

☎
２
３
７-

０
０
５
８

町
民
体
育
館　

利
用
で
き
ま
す



広報かしま 2018.4

27

　

主
人
公
の
日
色
拓
は
、
タ
イ
ト

ル
の
チ
キ
ン
の
よ
う
な
弱
虫
な
性

格
で
、
僕
と
似
て
い
る
の
で
紹
介

し
ま
す
。

　

学
校
生
活
が
舞
台
で
、
転
校
生

の
真
中
凛
は
思
っ
た
こ
と
を
は
っ

き
り
言
う
性
格
で
、
そ
れ
が
原
因

で
皆
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
、
日

色
も
巻
き
込
ま
れ
ま
す
。
生
活
し

な
が
ら
日
色
は
弱
虫
を
改
善
し
、

真
中
も
皆
の
気
持
ち
を
考
え
て
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
オ
ス
ス
メ
で
す
。

「
チ
キ
ン
！
」

　
　
　
　
　
　

い
と
う
み
く
＝
作

　
　
　
　
　
　

こ
が
し
わ
か
お
り
＝
絵

文
研
出
版

嘉島西小５年

緒方　葵生さん

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
〜
日
曜
、
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
（
祝
日
の
時
は
翌
日
）・

　
　
　
　

12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

《
４
〜
５
月
の
休
館
日
》

　

４
月
16
、
23
日

　

５
月
１
、
７
、
14
、
21
、
28
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は

利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た

め
に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
閲
覧
、
学
習
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内

おすすめ本
桜風堂ものがたり
 村山早紀
騙し絵の牙
 塩田武士
孤狼の血
 柚木裕子
泣き虫しょったんの奇跡　完全版
サラリーマンから将棋のプロへ
 瀬川晶司
その「もの忘れ」はスマホ認知症だった
 奥村歩
九州の温泉遺産②　絶景湯
 南英作・呉藤加代子・神園史郎＝著
455種のガーデニングプランツの育て
方がひとめでわかる本
 主婦の友社＝編

父親になったジョナサン
 文＝ロバート・サンチェス　訳＝上田勢子
 写真＝クリス・シュナイダー
てのひらの味　食べ物の俳句
 村井康司＝編　とくだみちよ＝絵
こどもあんぜん図鑑　スマホ　パソコン
SNS　よく知ってネットを使おう！
 藤川大祐＝監修
小学校の生活
 はまのゆか
おしりたんてい　いせきからのSOS
 トロル＝さく・え
目がみえない 耳もきこえない でもぼく
は笑ってる
 佐々木志穂美=著 YUME=絵
たこやき　ようちえん　たのしい　
えんそく いとうしのぶ

「あなたの好きな本」を展示します
　４月23日の「子ども読書の日」に合わせて募集した「あなたの好きな本」の
応募作品を町民会館図書室に展示します。さまざまな「好きな本」や「子ども
たちに読んでもらいたい本」が集まりました。

○展示期間　４月21日（土）～５月13日（日）
　　　　※休館日を除く９時～17時

※たくさんのご応募ありがとうございました。

○ 嘉島町民会館は震災復旧工事が終わり、３月から全館再オープン致しました。長らくご不便をお掛けしました。
正式なスケジュールなど詳細は各主催者にご確認ください。
○予約状況などは、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

４ 15 日 カラオケ発表会 ９:30 無料 くま協ドリーム会 
 ☎ 090-7394-3545

４ 30 月 嘉島町老人クラブ連合会総会 - 無料 嘉島町老人クラブ連合会事務局 
 ☎ 237-0790
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人権問題の正しい理解のために 〔その311〕

　今なお、多くの人が健康被害に苦しんでいるだけでなく、｢水俣｣ というだけで特別な目で見られ、
県外で水俣病出身を語れないなど、水俣病被害者、あるいは水俣病発生地域に対する偏見や差別の
問題が存在しています。
　こうした偏見や差別の解消のためには、水俣病について正しく理解するとともに、被害者の立場に
なって考え、行動することが大切です。
　水俣病の問題は、被害者、あるいは水俣病発生地域だけの問題ではなく、科学技術や経済的豊か
さの恩恵を受けてきた社会全体に関わる問題です。だからこそ、この問題を、自分自身の問題と受け
止め、命や健康、環境の大切さを日頃から深く認識するようにしましょう。

水俣病　ちゃんと知ってください　正しく学びましょう！

さまざまな
　　　課題

　工場排水中のメチル水銀に汚染された魚介類を、長い間たくさん食べたことが原因となって発生し
た中毒症のことです。伝染病・遺伝病・風土病などではありません。
　主な症状として、両手足の感覚障がいや視覚・聴覚障がい、運動失調などがあります。妊娠してい
る母親の体内に入ったメチル水銀が、胎盤を通して胎児へ取り込まれたことにより発症した胎児性水
俣病も発生しています。

病気や地域に対しての偏見や差別
　水俣病の原因がまだはっきりしなかったころ、病気が伝染すると誤解され、患者やその家族は地
域の付き合いを断られることもありました。
　また、水俣地域は、原因企業に経済的に大きく依存していたため、患者やその家族が原因企業と
対立するものとして差別や抑圧・忌避を受けたり、患者が受ける補償金が、中傷やねたみを招いたり
など、地域住民の絆が損なわれました。
　地域外では、水俣出身であるというだけで結婚や就職を断られる、水俣の産品が売れないなどと
いった差別が起き、地域全体を苦しめました。
　さまざまな教育・啓発の取り組みが進められた現在でも、地域の住民に対する差別発言や中傷電
話があるなど、被害者や地域に対する偏見は解消されていません。

環境の復元
　水俣湾の海底に積み重なったヘドロの除去・埋め立て、水銀に汚染された魚介類の処分などにより、
水俣湾の魚介類の水銀濃度は国の基準を下回り、安全にとったり食べたりすることができます。
水俣病被害者の救済及び水俣病問題の解決に関する特別措置法〔2009 年制定〕
　水俣病被害者をできる限り全て、迅速に救済するための措置を定めるとともに、救済措置の実施
と併せて行う取り組みの一つとして ｢地域社会の絆の修復｣ を挙げています。県では ｢水俣病に関
する偏見・差別の解消｣ ｢地域の再生・融和（もやい直し）｣ などの施策を進めています。
学習・啓発のための施設… ｢水俣市立水俣病資料館｣ ｢国立水俣病情報センター｣ ｢熊本県環境センター｣
水俣に学ぶ肥後っ子教室
　県内の全ての公立小学校５年生を対象に、水俣病への正しい理解を図り、偏見や差別を許さない
心情や態度を育むとともに、環境問題への関心を高め、環境保全や環境問題の解決に意欲的に関
わろうとする態度や能力を育成することを目的に実施しています。

○水俣病とは？

○どんな課題がありますか？

○どんな取り組みが行われていますか？＜熊本県の主な取り組み＞

※熊本県人権同和政策課　啓発資料より
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♪　The Power of Language　♪
　The school year is quickly coming to a close. The moods
of the classes have　become somewhat more relaxed, 
and by the time I realized that the people　around me 
were getting ready for next year, the Junior High School 
students had already graduated. It's already my second 
year, but I was made to realize again that in Japan, spring 
really is the season of farewells.
　The third years who smiled hello and chatted with me 
before classes and over lunch have now left. I was so 
impressed by how much English they understood and 
could respond with whenever I spoke, with three years 
of accumulating English grammar and vocabulary. And 
now, they have gone off to　high school, so I am now 
enjoying conversation with the first and second year 
students.
　Your world changes just by knowing another language. 
As a child, I liked Japan and studied Japanese, and looking 
back, I am really happy that I did so. There are many 
nuances in Japanese that can't be expressed in English,
and as you come to understand them, you discover 
differences in culture. I think the same is true of English. I 
hope might come to feel this way about English, too.
　Although I don't think we will meet again at school, if 
you are reading this, I have a message for the graduating 

students. Congratulations on your graduation. I am so thankful for all the memories we made together.  
I wish you the best of luck in the future!

♪　言葉の力　♪
　平成 29年度もいよいよ終わりに近づいてきました。
　学校の授業も何となくのんびりムードになり、身の
回りではいろいろと新年度に向けて動き始めている
と思っていたら、あっという間に中学校の卒業式が終
わってしまいました。来日して２年目ですが、本当に
日本の春は別れの季節だと改めて実感させられました。
　笑顔であいさつをしてくれたり、給食や授業前に英
語でおしゃべりしてくれた嘉島中３年生の姿を学校で
見ることができなくなってしまいました。３年間の単
語と文法の積み重ねで、私が英語で何か問いかけたと
しても、ほとんどの内容を理解して答えてくれる姿に
感心しました。３年生が巣立った今、１・２年生との
会話を楽しんでいます。
　他の言語を知っているだけで世界が変わります。私

は、子どもの頃から日本が好きで日本語を勉強し始め
たのですが、振り返ってみると本当に勉強して良かっ
たと思います。英語で伝わらないニュアンスが日本語
にあり、それが分かってくると文化の違いに気づきま
す。英語もそうだと思います。みんなが英語について、
こんなふうに感じてくれたらいいなと思います。
　もう中学校で３年生に会うことがないと思うと寂し
いです。でも、もしこの広報誌を読んでくれていたら
と少しだけ期待を込めて卒業生へのメッセージを送り
ます。ご卒業、本当におめでとうございます。みんな
と一緒に作ってきた思い出に心から感謝しています。
これからもみんなが幸運に恵まれますように！

（３月 19日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

母国語以外の言葉を知っているだけで
「世界が変わる」と語るリリー先生
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佐藤　臨川（利光）
（鯰）

森嶋　眞弓さん（滝河原）

立
春
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降
る
中
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あ
り
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迸
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な
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澤
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き
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の
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年
日
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購

あ
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西
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幸
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Ｙ
シ
ャ
ツ
の
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ピ
ィ
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と
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つ
よ
う
に
ア
イ
ロ
ン
か
け
る
退
職
の
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ユ
キ
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て
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え
て
く
れ
る
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ン
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い
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母
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る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

本
住　

晴
美

川
沿
い
の
白
壁
の
家
今
は
な
く
小
さ
な
町
に
水
仙
の
咲
く 

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

「
コ
ス
モ
ス
」

永
田　

莉
奈
子
さ
ん
（
嘉
島
東
小
４
年
）

かかししままのの文化文化
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意

輪

嘉
島
西
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委

員
会　

様

３
月
15
日
現
在

一　

般　

寄　

付

３月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・庁内常会　・熊本県町村会来庁応対
 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対　
 ・嘉島町地域農業再生協議会総会
 ・熊日御船支局来庁応対
２日 ・熊本県警来庁応対　・熊本県町村会来庁応対
 ・熊本県市町村職員共済組合理事会、同組合会
４日 ・嘉島町消防団出初め式　・野田たけし新春の集い
５日 ・課長会議　・三菱UFJ証券来庁応対
６日 ・九州経済産業局来庁応対
 ・熊本県幼保連携型認定こども園調査審議部会
 ・「くまもと経済」設立40周年記念祝賀会
７日 ・犬渕区長来庁応対
 ・くまもとアートポリス2017第2回実行委員会
８日 ・全国町村会政務担当者研修会 
 ・地方公共団体情報システム機構代表者会議
９日 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・東海大学来庁応対　・坂本哲志「2018春の集い」
10日 ・嘉島中学校卒業式
11日 ・下六嘉区総会　・三郎無田区総会
 ・東日本大震災7周年追悼式
12日 ・地方公共団体金融機構代表者会議
13日 ・熊本さわやか長寿財団理事会
 ・朝日新聞インタビュー
14日 ・課長会議　・熊本県町村会打ち合わせ
 ・熊本県雇用環境整備協会定期理事会　　
 ・御船警察署長来庁応対
 ・芝原土地区画整理事業商業施設選定委員会
 ・熊本市環境共生課来庁応対
15日 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・肥後銀行来庁応対
 ・後期高齢者医療広域連合事務局長来庁応対
 ・熊本県共同募金会来庁応対　
 ・熊本県緑化推進委員会理事会
 ・嘉島町ごみ問題対策実行委員会
 ・嘉島町嘱託員会議　
16日 ・上益城地域振興局次長来庁応対
 ・嘉島幼稚園卒園式　・水土里ネット協議会総会
17日 ・嘉島中央土地改良区総代会
18日 ・高田区総会　・北甘木区総会　
 ・高田堰掛土地改良区総会　・西村区総会
19日 ・課長会議　・御船警察署長来庁応対
 ・熊本県共同募金会理事会
20日 ・熊本県土地改良事業団体連合会総会
 ・熊本県農業会議
 ・ 2019女子ハンドボール世界選手権大会組織委員会

理事会
21日 ・芝原土地区画整理事業商業施設選定委員会
22日 ・嘉島東小学校卒業式
 ・緑化推進員会来庁応対
 ・熊本県防犯協会連合会理事会
23日 ・嘉島町社会福祉協議会理事会、同評議員会
 ・熊本県町村会定期総会　
25日 ・上仲間区総会　・井寺区総会　・犬渕区総会
 ・上島消防団総会
26日 ・課長会議　・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・御船警察署来庁応対　　
 ・熊本県林業従事者育成基金臨時評議員会
 ・熊本県警来庁応対　　
27日 ・熊本県後期高齢者医療広域連合訪問
 ・熊本県建設技術センター平成29年臨時評議員会
 ・熊本県観光連盟理事会
28日 ・国交省来庁応対
 ・金剛株式会社新工場落成式、同記者会見　
 ・熊本県町村監査委員協議会総会
 ・文化庁文化財部長井寺古墳視察応対
29日 ・ 熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会
 　町村長会議
 ・熊本県共同募金会評議員会
 ・サントリーホールディングスCSR推進部来庁応対
 ・ ルネサンス熊本2018シーズンキックオフパーティー
30日 ・長期派遣職員辞令交付式
 ・熊本地震熊日インタビュー
 ・熊本県町村会辞令交付式
 ・上益城広域連合辞令交付式
 ・嘉島町社協辞令交付式　・嘉島町退任式

　

こ
の
た
び
、
左
記
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方
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嘉
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社
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。
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今
春
、
嘉
島
中
を
卒
業
し
た
皆
さ
ん
が
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
ビ
デ
オ
（
映
像
）
制
作
の
話
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
が
全
面
協
力
し

て
編
み
上
げ
ら
れ
た
作
品
「
今
、
伝
え
た
い
こ
と

―
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
は
熊
本
地
震
か
ら

立
ち
上
が
り
、
前
へ
と
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た

勇
気
と
、
全
国
か
ら
差
し
伸
べ
ら
れ
た
救
援
・
支

援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
全
編
に
あ
ふ
れ
て
い
た
、

と
。

　

先
の
町
消
防
出
初
め
式
で
は
第
１
分
団
第
１

部
（
井
寺
）
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
目
を
見
張
ら

さ
れ
ま
し
た
。
分
団
対
抗
の
通
常
点
検
を
は
じ
め
、

各
部
対
抗
の
操
法
競
技
、
加
え
て
昨
年
の
年
末
警

戒
ま
で
部
員
の
方
々
の
献
身
的
な
一
致
団
結
と
、

個
々
の
努
力
の
総
和
が
結
実
。「
ど
こ
よ
り
も
早

く
か
ら
」
と
い
う
よ
り
、
常
日
頃
か
ら
備
え
を
怠

る
こ
と
が
な
い
〝
井
寺
魂
〞
に
、
き
っ
と
支
え
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

忘
れ
よ
う
に
も
忘
れ
ら
れ
な
い
二
度
の
激
震
―

あ
れ
か
ら
２
年
と
な
る
４
月
で
す
。（
４
月
１
日
）

嘉島中の卒業式で町からの記念品を卒業生に贈る
荒木町長
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発行日　平成30年４月13日

嘉島町の人口動態
平成30年３ 月31日現在

（前月比）

人   口 9,294 人　

　男　　 4,528 人　

　女　　 4,766 人

世帯数　 3,483 世帯　（＋25）

　

新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
新
た
な

場
所
で
春
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
広
報
か
し
ま
も
ほ
ん
の
少
し
、

紙
面
刷
新
。
毎
月
、
色
鮮
や
か
な
作

品
を
提
供
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
号

よ
り
１
点
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

裏
表
紙
に「
今
月
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

と
題
し
、
カ
ラ
ー
掲
載
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
広

報
か
し
ま
を
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
（
宮
）

　（＋32）

　（＋30）

　（＋62）

　

嘉
島
西
小
の
児
童
た
ち
が
委
員

会
活
動
の
一
環
で
年
間
通
し
て
取

り
組
ん
だ
空
き
缶
集
め
で
得
ら
れ

た
浄
財
を
３
月
６
日
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

西
小
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
は

５
年
前
か
ら
毎
月
１
回
、
全
校
児

童
に
呼
び
掛
け
て
ア
ル
ミ
缶
を
収

集
。
委
員
会
の
５
、
６
年
生
は
集

ま
っ
た
空
き
缶
を
毎
回
整
理
す
る

一
方
、
折
々
の
花
の
植
え
替
え
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
西

小
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
中
城
大

智
委
員
長
か
ら
浄
財
を
受
け
取
っ

た
町
社
協
の
原
田
博
德
事
務
局
長

は
「
社
会
の
た
め
、
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

西
小
児
童
ら
浄
財
贈
る

☎

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

ご
両
親
：
髙
松
　
彬
さ
ん
、
映
見
さ
ん
（
鯰
）

ご
両
親
：
澤
野
　
祐
輝
さ
ん
、
史
佳
さ
ん
（
滝
河
原
） これからも元気に育ってね♪ これからの成長が楽しみです！大きくなってね♡

髙
松
　
海
斗（
か
い
と
）
く
ん

平
成
29
年
12
月
18
日
生

澤野　眞（しん）くん　４歳

平成28年７月20日生
　　　絢（あや）ちゃん

『今夜の食卓に』
志水 エミコさん（井寺）

絵手紙絵手
今月のコレクション


